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主な記事 

　

絶
対
白
色
だ
！
否

黒
色
だ
！
一
つ
の
こ

と
で
対
立
す
る
陣
営

が
あ
る
。
し
か
し
大

多
数
は
無
関
心
か
知

ら
な
い
（
無
色
）
の

中
間
的
立
場
だ
ろ
う
。
何
し
ろ

情
報
の
真
偽
を
判
断
す
る
こ
と

が
困
難
な
こ
と
が
多
い
か
ら
で

あ
る
。

　

公
衆
衛
生
に
は
ヘ
ル
ス
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
る
手
法
が

大
き
な
評
価
を
得
て
い
る
。
的

確
な
情
報
収
集
に
基
づ
く
計
画

の
立
案
、
実
行
、
そ
し
て
再
評

価
の
三
段
が
繰
り
返
さ
れ
る
こ

と
で
、
よ
り
効
果
が
期
待
で
き

る
と
さ
れ
、
公
衆
衛
生
、
医
療

界
ば
か
り
で
な
く
あ
ら
ゆ
る
分

野
で
世
界
的
主
流
と
な
っ
て
い

る
。

　

同
じ
手
法
で
日
本
の
医
療
政

策
を
捉
え
た
時
、
最
初
の
二
段

階
は
政
府
が
勝
手
に
決
め
て
い

る
現
状
に
あ
る
。

　

し
か
し
、
結
果
責
任
を
問
わ

れ
る
三
段
階
目
の
『
評
価
』
を

勝
手
に
さ
せ
て
は
い
け
な
い
。

コ
ス
ト
ア
ン
ド
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト

の
コ
ス
ト
ば
か
り
を
優
先
す
る

政
府
主
導
を
野
放
し
に
し
て
は

な
ら
な
い
。

　

国
民
と
直
接
肌
を
突
き
合
わ

せ
、
医
療
実
態
を
正
確
に
把
握

し
て
い
る
の
は
わ
れ
わ
れ
で
あ

る
。国
民
の
健
康
増
進
、健
康
へ

の
寄
与
度
を
よ
り
重
視
す
る
立

場
に
あ
る
わ
れ
わ
れ
に
は
、
正

確
な
情
報
が
あ
る
。
自
分
で
判

断
で
き
る
手
段
が
あ
る
。
無
色

の
立
場
で
傍
観
す
る
わ
け
に
は

い
か
な
い
。せ
め
て
、わ
れ
わ
れ

第
一
線
の
医
療
現
場
か
ら
の
意

見
を
、
政
策
現
場
が
行
う
再
評

価
に
盛
り
込
ま
せ
る
た
め
に
声

を
上
げ
る（
自
色
に
取
り
組
む
）

義
務
が
あ
る
と
い
う
も
の
だ
。

2007年 3月17日（土）

雇用と働き方の戦後史  ～安心して暮らせる社会への手がかりを求めて～ 
金沢大学経済学部教授 伍賀一道 先生 

午後6時～7時半 記念講演 
午後7時半～8時半 総会議事 

金沢都ホテル　5階「兼六の間」

定期総会の開催案内定期総会の開催案内

　今日の日本の雇用と働き方・働かせ方の特徴は、「非正規雇用（フリーター）の増加」と「正社員の働きすぎ」が同
時進行していることである。正社員でない雇用形態が労働者全体の三割を超え、女性では非正規雇用がいまや多
数派となった。ひとたびフリーターになるとなかなかそこから脱出することが難しい。 
　都会では、ネットカフェに寝泊まりしながら日雇いに出かける若者も目立つようになった。「戦後最長の好況期」にあ
るとはいえ、企業は正社員の採用よりも、もっぱらパートや派遣社員、請負労働者を増やす方針を変えようとはしない。 
　他方、正社員には過労死と隣り合わせの精鋭的働き方、長時間労働を求めている。現代日本では「雇用と働き方
の質」が急速に劣化しているようだ。医師のもとで病気を治したくてもどうにもならない人びと（ワーキングプア）も増
加している。 
　なぜこのような事態になったのか、戦後６０年あまりの日本経済を振り返りながら考えてみたい。安心して暮らせる社
会を作るためのヒントもそこから見えてくるように思われる。 

【講演要旨】 

と　きと　き

ところところ

演　題演　題

講　師講　師

（総会記念講演） 

石川協会
第３３回
石川協会
第３３回

事
務
局
次
長
　
工
藤
　
浩
司 

北
信
越
三
県
が
厚
労
省
に
現
場
の
声
届
け
る

リ
ハ
ビ
リ
、在
宅
な
ど
で
 

診
療
報
酬
の
是
正
を
要
請
 

北
信
越
五
県
が
厚
労
省
に
現
場
の
声
届
け
る

リ
ハ
ビ
リ
、在
宅
な
ど
で
 

診
療
報
酬
の
是
正
を
要
請
 

北信越5県から11人の役員・事務局員が参加
厚労省からは保険局医療課の佐方信夫主査が出席

　

保
団
連
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク

各
協
会
は
、
医
科
診
療
報
酬
に

関
す
る
緊
急
是
正
要
求
に
つ
い

て
、
二
月
一
日
に
厚
労
省
保
険

局
と
懇
談
を
行
っ
た
。

　

矢
野
博
明
富
山
協
会
会
長
、

鈴
木
信
光
長
野
協
会
会
長
を
は

じ
め
と
し
て
、
北
信
越
五
県
か

ら
、
医
科
役
員
・
事
務
局
を
併

せ
て
十
一
人
（
石
川
協
会
か
ら

は
、
神
田
事
務
局
長
と
工
藤
）

が
参
加
し
た
。

　

今
回
の
懇
談
は
、
昨
年
行
っ

た
是
正
要
求
に
引
き
続
い
て
行

わ
れ
た
も
の
で
、
医
療
現
場
の

生
の
声
を
直
接
届
け
る
こ
と
、

次
期
改
定
に
向
け
て
厚
労
省
事

務
当
局
に
対
し
て
要
求
項
目
へ

の
理
解
を
求
め
る
こ
と
を
主
眼

に
企
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

今
回
は
一
時
間
と
い
う
限
ら

れ
た
時
間
設
定
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
在
宅
と
リ
ハ
ビ
リ
を
中

心
に
要
請
項
目
を
絞
っ
て
懇
談

を
行
っ
た
。

　

北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
こ
の

間
、
継
続
的
に
懇
談
を
行
っ
て

い
る
こ
と
も
あ
り
、
今
回
対
応

さ
れ
た
厚
労
省
保
険
局
医
療
課

主
査
で
あ
る
佐
方
信
夫
氏
か
ら

は
、
現
場
の
意
見
も
聞
い
て
改

善
す
べ
き
こ
と
は
前
向
き
に
取

り
組
む
と
い
う
意
識
が
感
じ
ら

れ
た
。

　

た
と
え
ば
、
在
宅
に
つ
い
て

い
え
ば
、
介
護
保
険
の
患
者
さ

ん
が
医
療
保
険
の
訪
問
看
護
を

受
け
る
場
合
、
末
期
が
ん
な
ど

を
除
い
て
は
、
急
性
増
悪
時
の

連
続
十
四
日
間
し
か
算
定
が
認

め
ら
れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
を

撤
廃
し
て
欲
し
い
旨
の
要
望
に

つ
い
て
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
ケ
ー
ス
が
十
四
日
間
を
超
え

る
か
、
逆
に
教
え
て
い
た
だ
き

た
い
と
の
回
答
を
得
た
。
算
定

要
件
を
緩
和
す
る
際
に
は
、「
無

条
件
で
」
と
い
う
わ
け
に
は
い

か
な
い
の
で
、
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
口
か
ら

栄
養
が
と
れ
な
い
ケ
ー
ス
や
褥

瘡
が
ひ
ど
い
場
合
な
ど
の
長
期

の
訪
問
看
護
の
必
要
性
を
訴
え

た
。

　

ま
た
、
在
宅
で
の
経
管
栄
養

管
理
の
指
導
料
に
つ
い
て
は
、

成
分
経
管
栄
養
法
指
導
管
理
と

処
置
指
導
管
理
と
の
間
の
算
定

格
差
に
つ
い
て
も
訴
え
、
処
置

指
導
管
理
の
場
合
は
、
栄
養
管

セ
ッ
ト
加
算
の
算
定
や
在
宅
時

医
学
総
合
管
理
料
と
の
併
算
定

が
で
き
な
い
と
い
う
点
に
つ
い

て
、
そ
の
矛
盾
自
体
は
理
解
し

て
い
る
と
の
回
答
を
得
た
。

　

リ
ハ
ビ
リ
の
日
数
制
限
撤
廃

に
つ
い
て
は
、
相
変
わ
ら
ず
、

「
漫
然
と
行
っ
て
い
た
維
持
期

の
リ
ハ
ビ
リ
を
介
護
保
険
に
移

し
て
も
ら
う
趣
旨
だ
」と
い
う
、

か
た
く
な
な
回
答
で
あ
っ
た
。

た
だ
し
、
こ
の
点
で
は
、
日
数

制
限
除
外
患
者
の
規
定
を
最
大

限
活
用
し
て
も
ら
い
た
い
と
厚

労
省
は
考
え
て
い
る
と
し
て
、

審
査
の
場
で
日
数
制
限
を
厳
格

に
適
用
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

リ
ハ
ビ
リ
打
ち
切
り
を
推
進
す

る
と
い
う
考
え
は
な
い
こ
と
を

強
調
し
て
い
た
。

　

ま
た
、
維
持
期
の
リ
ハ
ビ
リ

の
必
要
性
に
つ
い
て
も
認
識
は

し
て
お
り
、
む
し
ろ
、
週
一
回

か
二
回
か
、
ど
れ
く
ら
い
の
頻

度
で
必
要
な
の
か
な
ど
、
現
場

の
意
見
を
逆
に
質
問
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。

　

総
じ
て
、
今
回
の
要
請
、
特

に
不
合
理
な
算
定
制
限
に
対
し

て
は
、
無
条
件
に
要
件
撤
廃
は

で
き
な
い
が
、
算
定
制
限
す
べ

き
で
な
い
対
象
を
具
体
的
に
挙

げ
て
も
ら
え
れ
ば
、
要
件
緩
和

を
行
う
用
意
が
あ
る
と
の
印
象

を
受
け
た
。

　

今
後
は
、
臨
床
現
場
か
ら
、

要
件
緩
和
の
対
象
を
具
体
的
に

提
起
す
る
こ
と
が
制
度
改
定
に

つ
な
が
る
と
思
わ
れ
る
。
今
後

も
、
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
と
し
て

引
き
続
き
厚
労
省
へ
の
要
請
を

継
続
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い

る
。
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事
務
局
長
　
神
田
　
順
一 

障
害
児
施
設
利
用
料
に
対
す
る
異
議
申
立
て
を
支
援
 

障
害
児
施
設
利
用
料
に
対
す
る
異
議
申
立
て
を
支
援
 

実
質
的
救
済
の
道
開
か
れ
る
 

実
質
的
救
済
の
道
開
か
れ
る
 

〈
正
解
〉
3
三
歩
成
、
同
角
、
1
三
飛
成
、

同
玉
、
2
四
銀
、
1
四
玉
、
4
五
角
成
、

1
一
角
、
1
五
歩
、
2
五
玉
、
3
五
馬

ま
で
十
一
手
詰
め
。 

〈
解
説
〉
2
一
角
成
は
同
銀
以
下
詰
み

ま
せ
ん
。
ま
た
1
三
飛
成
は
同
玉
以

下
不
詰
め
。
3
三
歩
成
で
歩
を
消
し

て
お
く
の
が
後
の
角
成
り
を
作
る
た

め
の
大
事
な
一
手
。
同
角
に
1
三
飛

成
か
ら
2
四
銀
が
継
続
手
で
、
2
二

玉
な
ら
2
一
角
成
以
下
駒
余
り
の
詰

み
。
1
四
玉
に
3
四
角
成
だ
と
打
ち

歩
詰
め
の
形
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、

4
五
角
成
が
決
め
手
で
解
決
し
ま
す
。 

（
問
題
は
8
面
に
あ
り
ま
す
） 

将
棋
解
答

囲

解
答

碁
4

5
7
3

12
6

イ 

一 

二 

三 

四 

五 

六 

七 

八 

8 97654321

（
問
題
は
8
面
に
あ
り
ま
す
） 

黒
1
か
ら
3
の
ツ
ケ
が
急
所
の
一

手
で
以
下
黒
7
ま
で
白
死
で
す
。
黒

1
で
5
は
白
6
黒
1
白
2
黒
3
白
7

で
活
き
。
 

黒
1
で
3
は
白
1
黒
イ
白
7
で
活

き
ら
れ

ま
す
。
 

基調講演＆ 
コメンテーター 

第１４回 会員デビュー講演会・開催要項第１４回 会員デビュー講演会・開催要項

①羽柴　厚 会員 
　羽柴クリニック（金沢市・消化器科） 
②山口泰志 会員 
　やまぐち内科クリニック（金沢市・内科） 
③森下　肇 会員 
　もりした整形外科クリニック（能美市・整形外科） 

と　き 

ところ 

講　演 

参加費 参加費は無料ですが、申し込みが必要です。 
定員に達し次第、締め切らせていただきます。 

金沢都ホテル５階「白山の間」 

５月１７日（木）午後７時半～９時 

※詳しくは後日お送りする案内チラシをご覧ください。 

医師とコ・メディカルのための講演会・2007医師とコ・メディカルのための講演会・2007医師とコ・メディカルのための講演会・2007

 井上　英夫 氏（金沢大学法学部教授） 
と　き 6月12日（火）午後7時～9時 
ところ 金沢都ホテル5階「加賀の間」 
参加費 お一人 500円 

認知症と人権を考える 認知症と人権を考える 

※詳しくは後日お送りする案内チラシをご覧ください。 

メイン 
テーマ 
メイン 
テーマ 

　

第
17
回
理
事
会
は
、
な
か

な
か
増
加
傾
向
が
定
着
し
な

い
会
員
動
向
に
つ
い
て
の
真

剣
な
討
議
で
始
ま
っ
た
。
未

加
入
医
療
機
関
へ
の
訪
問
活

動
の
徹
底
な
ど
の
意
見
が
出

た
が
、
と
り
あ
え
ず
、
事

務
局
よ
り
、
対
策
案
を
総
務

部
に
報
告
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。

　

財
政
で
は
、
二
〇
〇
六
年

度
の
決
算
が
ほ
ぼ
確
定
し
た

の
を
受
け
て
、「
健
全
財
政

で
あ
っ
た
」
と
の
総
括
が
な

さ
れ
た
。

　

経
営
・
共
済
部
で
は
、
保

険
業
法
の
改
正
に
伴
う
休
業

保
障
制
度
の
存
続
問
題
。
補

完
す
る
も
の
と
し
て
の
第
二

休
業
保
障
制
度
に
つ
い
て
話

し
合
っ
た
。
会
員
の
み
な
さ

ま
の
ご
加
入
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

　

歯
科
部
は
、
近
々
開
か
れ

る
部
会
へ
の
提
出
議
題
に
つ

い
て
。

　

学
術
・
保
険
部
は
会
計
検

査
院
の
指
摘
に
よ
る
社
会
保

険
事
務
局
の
確
認
調
査
（
医

科
二
件
、
歯
科
一
件
）
を
中

心
に
討
論
し
た
。

　

医
療
福
祉
部
は
、
介
護
保

険
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン
（
Ｏ

Ｐ
）
に
関
し
て
、
現
在
の
本

当
の
問
題
点
は
、
困
っ
て
い

る
当
事
者
が
数
倍
に
ふ
く
れ

あ
が
っ
て
い
る
の
に
、
相
談

件
数
が
減
っ
て
い
る
こ
と
で

あ
り
、
こ
の
問
題
の
解
決
に

は
、
Ｏ
Ｐ
よ
り
協
会
の
関
わ

り
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
結

論
に
な
っ
た
（
来
年
度
の
活

動
方
針
に
追
加
）。
今
後
の

活
動
が
期
待
さ
れ
る
。

　

協
議
事
項
で
は
、
最
も
大

切
な
と
こ
ろ
は
、
次
期
役
員

体
制
と
し
て
、
平
田
理
事
が

歯
科
部
長
よ
り
副
会
長
に
昇

格
し
、
医
科
理
事
一
人
の
補

充
と
部
員
一
人
の
補
充
が
内

定
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ

の
他
、
医
療
、
介
護
情
報
の

学
習
や
保
団
連
代
議
員
会
で

の
出
来
事
な
ど
が
話
し
合
わ

れ
た
。

　

今
回
は
、
一
件
あ
た
り

四
十
分
を
超
え
る
よ
う
な
掘

り
下
げ
た
討
議
が
多
く
、
予

定
時
間
を
一
時
間
オ
ー
バ
ー

し
て
十
時
三
十
分
終
了
し

た
。

【
西
田　

記
】

　

昨
年
十
月
十
六
日
か
ら
三
日

間
、
保
険
医
協
会
事
務
所
に
て

開
設
し
た
困
り
ご
と
電
話
相
談

「
医
療
・
福
祉
・
介
護
一
一
九
番
」

に
次
の
相
談
事
例
が
寄
せ
ら
れ

た
。

　
「
医
療
機
関
併
設
の
肢
体
不
自

由
児
施
設
に
通
園
し
て
い
る
四

歳
の
娘
の
利
用
料
が
十
月
か
ら

一
割
負
担
に
な
っ
た
。
一
般
の
医

療
機
関
に
受
診
す
る
と
障
害
者

医
療
費
助
成
が
適
用
さ
れ
て
医

療
費
負
担
は
ゼ
ロ
に
な
る
の
に

医
療
型
の
障
害
児
施
設
で
は
な

ぜ
一
割
負
担
に
な
る
の
か
？
」。

　
「
一
一
九
番
」
相
談
員
が
県

障
害
保
健
福
祉
課
と
金
沢
市
障

害
福
祉
課
に
照
会
し
た
と
こ

ろ
、
県
は
「
障
害
者
医
療
費
助

成
の
適
用
に
つ
い
て
は
他
府
県

の
動
向
を
み
な
が
ら
検
討
中
」

で
あ
り
、
金
沢
市
は
県
の
対
応

待
ち
の
状
態
で
あ
っ
た
。

  

こ
の
よ
う
に
急
増
し
た
障
害

者
施
設
給
付
費
・
同
医
療
費
に

対
し
、
勇
気
あ
る
お
母
さ
ん
が

「
障
害
者
自
立
支
援
法
施
行
に

よ
る
応
能
負
担
（
定
率
一
割
負

担
）
で
生
活
保
護
基
準
以
下
の

生
活
状
態
に
な
る
の
は
お
か
し

い
。
医
療
費
の
負
担
が
十
月
か

ら
有
料
に
な
り
、
通
園
や
リ
ハ

ビ
リ
を
減
ら
さ
ざ
る
を
得
な

い
。
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度

も
使
え
な
い
の
は
大
変
お
か
し

い
」
と
金
沢
市
長
に
異
議
申
立

て
し
た
。「
一
一
九
番
」
の
実

施
団
体
と
し
て
当
会
事
務
局
も

異
議
申
立
て
の
代
理
人
と
し
て

支
援
し
た
。

　

一
月
三
十
日
、
金
沢
市
役
所

で
行
わ
れ
た
口
頭
意
見
陳
述

で
、
異
議
申
立
人
と
代
理
人
六

人
は
次
の
よ
う
に
陳
述
し
た
。

　
「
生
活
保
護
以
下
の
暮
ら
し
で

あ
る
実
態
が
あ
る
の
に
、
負
担

上
限
（
一
万
五
千
円
）
を
決
定

す
る
の
は
お
か
し
い
」「
生
活
保

護
境
界
層
の
負
担
軽
減
措
置
を

適
用
す
る
と
、
一
ラ
ン
ク
低
い

負
担
上
限
額
（
一
万
五
千
円

←
ゼ
ロ
円
）
と
な
る
の
で
、
処
分

の
変
更
を
求
め
る
」「
障
害
児
施

設
医
療
費
に
は
（
県
の
対
応
待

ち
で
は
な
く
）
十
月
施
行
時
か

ら
金
沢
市
単
独
で
も
医
療
費
助

成
制
度
を
適
用
し
て
負
担
軽
減

策
を
講
じ
る
べ
き
で
あ
る
」「
地

方
自
治
体
の
本
来
の
役
割
を
発

揮
し
、
要
保
護
者
に
対
す
る
負

担
軽
減
措
置
を
適
用
し
て
負
担

上
限
額
を
無
料
と
す
る
よ
う
求

め
る
」「
異
議
申
立
て
の
場
合
は

処
分
庁
自
体
が
再
検
討
す
る
機

会
が
与
え
ら
れ
た
も
の
と
し
て

判
断
し
て
い
た
だ
き
た
い
」。

　

異
議
申
立
て
の
後
、
障
害
者

施
設
医
療
費
に
つ
い
て
は
十
月

施
行
か
ら
三
カ
月
も
た
っ
た

十
二
月
二
十
七
日
、
県
障
害
保

健
福
祉
課
が
「
心
身
障
害
者
医

療
費
助
成
制
度
の
県
補
助
の
対

象
に
な
る
」
旨
を
各
市
町
や
当

事
者
施
設
・
事
業
所
あ
て
に
通

知
し
た
。
支
払
方
法
が
償
還
払

い
と
い
う
不
十
分
な
内
容
で
あ

る
が
、
半
歩
前
進
で
あ
る
。

　

異
議
申
立
て
の
最
大
の
争
点

は
、「
生
活
保
護
境
界
層
減
免

制
度
を
利
用
す
る
に
は
、
ま
ず

生
活
保
護
を
申
請
し
、
却
下
さ

れ
た
場
合
に
境
界
層
該
当
証
明

書
を
受
け
取
り
、
減
免
申
請
す

る
」
と
い
う
不
合
理
な
手
続
き

で
あ
る
。
異
議
申
立
て
に
対
す

る
二
月
二
十
二
日
付
の
金
沢
市

の
決
定
で
は
「
棄
却
」
だ
っ
た

が
、「
補
足
」
で
生
活
保
護
境

界
層
減
免
制
度
の
活
用
を
示
唆

し
て
お
り
、
実
質
的
な
救
済
へ

の
道
が
開
か
れ
た
。
申
立
人
は

こ
の
手
続
き
の
結
果
、
迅
速
に

負
担
軽
減
措
置
が
適
用
さ

れ
、
二
月
分
か
ら
は
負
担
上
減

額
が
〇
円
に
な
っ
た
。

　

そ
の
後
、
金
沢
市
の
二
〇
〇

七
年
度
当
初
予
算
案
に
「
障
害

児
通
園
利
用
者
緩
和
事
業
費
」

が
新
設
さ
れ
、
障
害
児
通
園
施

設
の
利
用
者
に
対
し
、
負
担
金

と
保
育
料
の
差
額
を
助
成
す
る

こ
と
に
な
り
、
当
事
者
家
族
に

朗
報
が
届
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　

今
回
の
異
議
申
立
て
へ
の
支

援
を
通
じ
て
、
介
護
保
険
や
障

害
者
自
立
支
援
法
、
児
童
福
祉

法
等
に
あ
る
「
生
活
保
護
境
界

層
の
負
担
軽
減
措
置
」
の
在
り

方
や
県
下
自
治
体
の
障
害
者
医

療
費
助
成
制
度
の
実
態
を
検
証

す
る
機
会
に
も
な
っ
た
。
障
害

者
自
立
支
援
法
の
施
行
な
ど
国

の
福
祉
制
度
後
退
に
対
し
、
地

方
自
治
体
に
は
「
住
民
の
福
祉

の
増
進
を
図
る
こ
と
を
基
本
」

と
す
る
地
方
自
治
法
の
本
旨
に

則
っ
た
施
策
を
引
き
続
き
要
請

し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
る
。

新年度に向けて
熱い討論で
新年度に向けて
熱い討論で
（2月6日・12人出席） 
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今
回
よ
り
勝
木
副
会
長
は

電
話
会
議
シ
ス
テ
ム
で
参
加

す
る
こ
と
に
な
り
、
開
始
時

間
の
七
時
三
十
分
と
終
了
時

間
の
九
時
三
十
分
を
厳
守
す

る
よ
う
に
神
田
事
務
局
長
か

ら
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
が
、

や
は
り
議
論
が
白
熱
し
、
終

了
時
間
は
十
時
を
過
ぎ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　

最
も
議
論
が
白
熱
し
時
間

を
費
や
し
た
の
は
、
保
険
医

新
聞
三
月
号
の
持
論
の
内
容

に
つ
い
て
の
検
討
で
、
二
〇

〇
八
年
か
ら
始
ま
る
「
特
定

健
診
」
に
つ
い
て
医
師
が
ど

の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
く
べ

き
か
、
現
時
点
で
自
治
体
や

国
保
に
要
求
す
べ
き
内
容
に

つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

そ
の
他
の
報
告
事
項
は
、

年
度
末
と
い
う
こ
と
で
、
各

部
と
も
二
〇
〇
六
年
度
の
総

括
と
二
〇
〇
七
年
度
の
活

動
方
針
に
つ
い
て
の
報
告
や

提
案
が
多
く
、
財
政
部
か
ら

は
、
協
会
の
決
算
報
告
と
予

算
案
お
よ
び
有
限
会
社
ヒ
ポ

ク
ラ
テ
ス
の
決
算
報
告
が
示

さ
れ
、
歯
科
部
や
学
術
・
保

険
部
か
ら
は
二
〇
〇
七
年
度

の
講
演
会
の
計
画
な
ど
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
経

営
・
共
済
部
か
ら
の
新
し
い

企
画
と
し
て
税
理
士
報
酬
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

協
議
事
項
で
は
、
工
藤

事
務
局
次
長
か
ら
最
新
の

医
療
・
介
護
制
度
関
連
情

報
に
つ
い
て
解
説
が
あ
っ

た
後
、
三
月
十
七
日
の
第

三
十
三
回
定
期
総
会
に
向
け

て
の
準
備
に
つ
い
て
話
し
合

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
渉
外
事
項
と
し
て

「
新
し
い
県
政
を
つ
く
る
県
民

の
会
」が
行
う「
こ
ど
も
署
名
」

に
は
協
力
す
る
が
、
新
日
本

医
師
協
会
の
金
沢
で
の
学
術

集
会
の
開
催
に
は
協
力
し
な

い
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

【
牛
村　

記
】

新しい事業が
目白押しで
新しい事業が
目白押しで
（2月2 0日・12人出席） 
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提 言

　

近
年
、『
医
師
不
足
』
と
い

う
こ
と
ば
が
よ
く
聞
か
れ
ま

す
。

　

医
師
不
足
に
つ
い
て
は
、
埼

玉
県
の
済
生
会
栗
橋
病
院
外

科
の
本
田
宏
先
生
が
、
オ
ピ
ニ

オ
ン
リ
ー
ダ
ー
的
な
働
き
を
み

せ
て
お
ら
れ
、
各
地
で
の
公
演

や
、
テ
レ
ビ
出
演
な
ど
、
医
療

者
の
間
で
は
か
な
り
認
知
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
と
思
い

ま
す
。

　

本
当
は
、
国
民
に
こ
の
よ
う

な
運
動
を
も
っ
と
広
く
知
っ
て

い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
こ
れ
は
本
田
先
生
を

は
じ
め
、
わ
れ
わ
れ
医
療
者
の

責
務
で
あ
る
と
最
近
は
思
っ
て

い
ま
す
。

　

本
田
先
生
は
「
医
療
制
度
研

究
会
」（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、

w
w
w
.iryoseido.com

）
の
副

理
事
長
を
さ
れ
て
お
ら
れ
、
こ

の
会
は
十
年
ほ
ど
す
で
に
活
動

し
て
お
り
、
過
去
の
講
演
会
の

内
容
な
ど
を
こ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
幅
広
い
分
野
か
ら
の
講
演

が
あ
り
、
参
考
に
な
る
こ
と
が

多
い
で
す
。

　

ま
た
、
日
経
メ
デ
ィ
カ
ル

オ
ン
ラ
イ
ン
に
本
田
先
生
の

ブ
ロ
グ
が
あ
り
ま
す
（http:/

/m
edical.nikkeibp.co.jp/inc/

all/blog/honda/

）。
こ
れ
は
、

本
田
先
生
が
月
に
二
〜
三
編
の

問
題
提
起
を
出
し
、
い
ろ
い
ろ

な
立
場
の
医
師
が
ブ
ロ
グ
上
で

討
論
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
れ
を
み
る
と
、
医
師
の
中

に
も
い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
あ
る

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
た
と
え

ば
、
勤
務
医
と
開
業
医
の
立
場

が
異
な
り
、
勤
務
医
は
当
直
が

多
く
、
当
直
明
け
の
手
術
・
外

来
・
検
査
が
き
つ
い
こ
と
。
加

え
て
患
者
さ
ん
が
多
く
、
書
類

が
増
え
る
一
方
で
、
医
療
事
故

や
訴
訟
問
題
な
ど
が
ベ
ー
ス
に

あ
り
、
近
年
、
勤
務
医
が
開
業

す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
残
さ
れ

た
病
院
勤
務
医
の
労
働
が
次
第

に
き
つ
く
な
っ
て
い
る
と
い
う

状
況
が
あ
り
、
医
師
を
増
や
す

必
要
が
あ
る
と
主
張
し
て
い
ま

す
。

　

一
方
、
開
業
医
は
近
年
の
開

業
ラ
ッ
シ
ュ
も
あ
り
、
こ
れ
以

上
、
医
師
の
増
員
に
は
反
対
と

い
っ
た
主
張
が
少
な
か
ら
ず
み

ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
国
民
医
療
費
は
こ

ら
、
医
師
の
給
料
が
減
る
た
め

医
師
の
増
員
に
は
反
対
と
い
う

立
場
の
勤
務
医
も
い
ま
す
。

　

た
だ
最
近
は
、
医
師
の
増
員

を
望
む
声
が
増
え
て
い
る
印
象

が
あ
り
、
こ
の
問
題
を
国
民
世

論
に
訴
え
か
け
る
必
要
が
あ
る

と
い
う
意
見
が
み
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
実
際
に
日
本
の
医

師
数
は
多
い
の
で
し
ょ
う
か
少

な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

　

よ
く
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
三
十
カ
国

（
経
済
協
力
開
発
機
構
）
の
中

で
の
比
較
の
デ
ー
タ
が
み
ら
れ

ま
す
。
中
に
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
と
比

較
し
て
も
仕
方
が
な
い
と
い
っ

た
意
見
も
聞
き
ま
す
が
、
そ
れ

は
立
場
、
風
土
、
地
理
、
経
済
、

さ
ま
ざ
ま
な
要
因
の
異
な
る
各

国
と
比
較
す
る
こ
と
は
、
あ
る

意
味
判
断
に
苦
慮
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
は
先

進
国
で
構
成
さ
れ
る
国
際
機
関

で
、
加
盟
三
十
カ
国
の
平
均
値

を
世
界
標
準
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
と
し
て
、
そ
の
座

標
軸
か
ら
わ
が
国
の
位
置
を
見

定
め
る
こ
と
は
大
き
な
意
味
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
二
つ
の
グ
ラ
フ
を
提
示

し
て
み
ま
す
。

　

グ
ラ
フ
〈
1
〉
で
は
、
日

本
の
医
師
数
が
人
口
一
千
人
あ

た
り
二
人
で
、
こ
れ
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
平
均
が
二
・
九
人
で
あ
る
こ

と
と
比
較
す
る
と
、
少
な
い
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
と
思
い
ま

す
。

　

ま
た
、
グ
ラ
フ
〈
2
〉
か
ら

は
、
デ
ー
タ
が
最
近
の
も
の
が

な
い
の
で
す
が
、
ド
イ
ツ
、
フ

ラ
ン
ス
、
米
国
と
比
べ
、
次
第

に
そ
の
差
が
広
が
っ
て
き
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
英
国

が
低
い
理
由
は
、
そ
の
政
治
的

理
由
か
ら
、
一
度
医
療
崩
壊
し

て
し
ま
っ
た
国
で
、
し
か
し
そ

の
後
は
大
幅
に
医
師
数
、
国
民

医
療
費
を
増
や
す
政
策
を
行
っ

て
お
り
、
二
〇
〇
四
年
は
日
本

を
抜
い
て
二
・
一
人
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
医
師
不
足
の
原
因

と
し
て
、
日
本
の
病
床
数
、
患

者
の
受
診
回
数
が
多
い
こ
と
が

原
因
と
す
る
意
見
も
あ
り
、
こ

れ
は
機
会
が
あ
れ
ば
、
ま
た

改
め
て
報
告
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

現
在
、
勤
務
医
の
『
立
ち
去

り
型
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
』
に
伴
う

医
療
崩
壊
が
進
行
中
で
あ
り
、

い
ず
れ
国
民
に
多
大
な
負
担

を
強
い
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

こ
と
と
、
実
際
す
で
に
疲
弊
し

き
っ
て
い
る
勤
務
医
を
助
け
る

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
に
、
開
業
医
の
先

生
方
と
勤
務
医
と
の
間
で
協
力

し
、
か
つ
、
医
師
不
足
を
は
じ

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
医
療
福
祉
の

問
題
を
広
く
国
民
に
訴
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

れ
以
上
増
や
せ
な
い
わ
け
だ
か

　

二
〇
〇
八
年
か
ら
始

ま
る
本
格
的
な
医
療
費

適
正
化
計
画
の
一
つ
で

あ
る
特
定
健
診
・
特
定

保
健
指
導
の
「
標
準
的

な
健
診
・
保
健
指
導
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
決
定
版
が
、
三
月
中

に
発
表
さ
れ
る
。
昨
年
末
か
ら
こ
の

紙
上
で
制
度
の
問
題
点
を
指
摘
し
、

保
険
者
や
自
治
体
に
対
し
て
情
報
開

示
と
専
門
家
で
あ
る
医
師
の
関
わ
り

を
求
め
る
取
り
組
み
を
呼
び
か
け
て

き
た
。
日
本
医
師
会
が
、
健
診
だ
け

で
な
く
保
健
指
導
に
対
し
て
も
、
郡

市
医
師
会
が
市
町
村
国
保
の
委
託
を

受
け
る
べ
く
要
請
し
て
い
る
。
こ
の

こ
と
は
、
医
師
が
関
わ
っ
て
事
業
の

安
全
性
や
医
学
的
妥
当
性
を
保
つ
た

め
に
重
要
で
あ
る
。

　

現
時
点
で
保
険
医
が
関
係
す
る
自

治
体
や
そ
の
国
保
に
要
求
す
べ
き
項

目
を
整
理
す
る
。

①
自
治
体
国
保
の
健
診
・
保
健
指
導

を
、
郡
市
医
師
会
が
郡
市
を
超
え
て

受
託
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

②
対
象
を
四
十
歳
未
満
や
七
十
五
歳

以
上
に
も
拡
大
し
、
保
険
料
滞
納
者

や
無
保
険
者
、
事
業
場
で
受
診
で
き

な
か
っ
た
政
管
・
組
合
健
保
本
人
も

同
じ
条
件
で
受
診
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
。

③
精
密
健
診
も
医
師
の
判
断
で
基
本

健
診
と
同
時
に
行
え
る
よ
う
に
す
る

こ
と
、
保
健
指
導
の
対
象
者
は
安
全

性
の
観
点
か
ら
精
密
健
診
を
行
う
こ

と
、
併
せ
て
、
自
治
体
の
が
ん
検
診

を
項
目
や
対
象
を
拡
大
し
同
時
に
実

施
す
る
こ
と
。

④
保
健
指
導
事
業
者
が
治
療
中
の
方

に
保
健
指
導
を
す
る
際
は
、
安
全
性

の
観
点
か
ら
必
ず
主
治
医
の
意
見
書

を
求
め
、
保
健
指
導
の
内
容
や
評
価

に
つ
い
て
主
治
医
に
情
報
提
供
す
る

こ
と
。

⑤
基
準
以
下
に
減
量
す
る
こ
と
に
よ

り
、
健
康
状
態
が
悪
化
す
る
恐
れ
が

あ
る
と
医
師
が
診
断
し
た
場
合
は
、

特
定
保
健
指
導
の
対
象
か
ら
外
す
こ

と
。

⑥
保
健
指
導
は
「
標
準
的
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
の
内
容
に
限
定
せ
ず
、労
働
・

生
活
時
間
や
睡
眠
に
対
す
る
指
導
、

ス
ト
レ
ス
対
策
、
産
業
保
健
指
導
、

受
診
指
導
な
ど
本
来
健
康
の
た
め
に

必
要
な
支
援
を
併
せ
て
行
う
よ
う
事

業
者
を
指
導
す
る
こ
と
。

⑦
疾
患
管
理
の
た
め
の
特
定
疾
患
療

養
管
理
料
は
特
定
保
健
指
導
を
実
施

し
て
も
算
定
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ

と
。

　

一
方
で
、
保
健
指
導
を
受
託
す
る

医
療
機
関
も
最
新
の
健
康
教
育
に
関

す
る
エ
ビ
デ
ン
ス
を
学
習
し
、
医
療

費
削
減
を
目
指
す
政
府
や
健
康
産
業

の
営
業
マ
ン
に
な
ら
な
い
よ
う
、
本

来
の
健
康
支
援
力
を
身
に
つ
け
る
必

要
が
あ
る
。

政
府
の
営
業
マ
ン
に
な
る
こ
と
な
く 

　
　
　
健
康
支
援
力
を
身
に
付
け
て 

政
府
の
営
業
マ
ン
に
な
る
こ
と
な
く 

　
　
　
健
康
支
援
力
を
身
に
つ
け
て 

特
定
健
診
・
特
定
保
険
指
導 

特
定
健
診
・
特
定
保
険
指
導 
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提 言

副
会
長
　
喜
多
　
徹（
野
々
市
町
・
内
科
） 

第3回 憲法講演会の開催案内第3回 憲法講演会の開催案内

〒920－0902　金沢市尾張町2丁目8番23号 
太陽生命金沢ビル6階　石川県保険医協会内 

日本軍の攻撃至上主義、補給軽視、玉砕奨励の方針のもと、太平
洋戦争における日本人戦死者のうち実に 55％にあたる 127万人が
悲惨な餓死に追い込まれ亡くなっていた。 
また、金沢大学医学部に戦前在籍した早尾乕雄教授が、軍医とし
て勤務する中残した貴重な研究には、戦時下の精神病理と犯罪との
関係が克明に記されている。 
このような日本軍の戦時における極限状態を想像するとき、「二

度と戦争を起こしてはならない」と改めて感じる。 
現在起こっている九条改憲の流れのその先にあるものを考える機
会となれば幸いである。 
九条の会・石川医療者の会準備会は、金沢大学副学長の橋本哲哉
氏を迎え、下記の内容で第3回憲法講演会を開催します。皆様ご参
集ください。 

記 

演　題 15年戦争と飢餓・精神障害事情
 ―九条改憲の行く末―

講　師 橋本　哲哉氏（金沢大学副学長） 
日　時 2007年3月23日（金）午後7時半～9時 
場　所 保険医協会会議室（太陽生命金沢ビル6階）

＊駐車場は同ビル正面にあります。参加希望者は下記までご連絡ください。 

九条の会・石川医療者の会準備会 
（事務局）電話076－222－5373

　

ま
ず
、
こ
の
話
は
介
護
保
険

の
要
介
護
認
定
に
つ
い
て
の
基

本
的
な
知
識
が
無
い
と
理
解
が

難
し
い
。

　

昨
年
三
月
ま
で
介
護
保
険
の

介
護
認
定
は
、
要
支
援
、
要
介

護
１
〜
５
の
六
段
階
だ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
四
月
か
ら
新
予
防
給

付
の
発
足
で
こ
れ
が
要
支
援

１
、
要
支
援
２
、
要
介
護
１
〜

５
の
七
段
階
に
な
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
こ
の
要
支
援
２
に

す
る
か
、
要
介
護
１
に
す
る
か

で
あ
る
が
、
審
査
会
で
一
旦
、

要
支
援
１
、
要
介
護
１
相
当
、

要
介
護
２
〜
５
の
六
段
階
に
判

定
し
、
そ
の
後
要
介
護
１
相
当

に
つ
い
て
は
詳
細
な
検
討
に
入

り
、
要
支
援
２
か
要
介
護
１
か

を
判
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
れ
が
、
新
た
な
問
題
を
引

き
起
こ
し
て
い
る
。
詳
細
な
説

明
は
省
く
が
、
明
ら
か
な
認
知

症
症
状
が
あ
る
か
、
歩
く
こ
と

が
で
き
な
い
か
な
ど
が
要
支
援

２
に
な
る
か
要
介
護
１
に
な
る

か
の
分
か
れ
目
で
あ
る
（
あ
と

状
態
の
不
安
定
性
な
ど
も
考
慮

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

が
）。

　

こ
の
要
介
護
１
相
当
の
判
定

が
関
係
者
、
利
用
者
に
大
き
な

影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ

た
。
審
査
の
現
場
で
は
大
変
手

間
が
増
え
た
こ
と
や
、
ケ
ア
マ

ネ
や
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
へ
の
影

響
に
つ
い
て
は
ひ
と
ま
ず
置
い

て
、
利
用
者
に
対
す
る
影
響
は

深
刻
か
つ
切
迫
し
て
い
る
。
私

自
身
の
患
者
で
、
か
つ
要
介
護

の
方
々
に
接
し
て
そ
う
感
じ
て

い
る
。

　

た
と
え
ば
八
十
歳
台
の
女
の

方
、
独
り
身
で
県
営
ア
パ
ー
ト

に
入
居
し
て
い
る
。
昨
年
三
月

ま
で
介
護
の
判
定
は
要
支
援

で
、
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣
と
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
で
自
立
し
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
昨
年
よ
り
認
知
症
が

出
現
、
ク
ス
リ
の
管
理
も
で
き

な
く
な
り
、
冷
蔵
庫
の
中
も
め

ち
ゃ
く
ち
ゃ
。
で
も
昨
年
年
末

の
介
護
の
判
定
は
要
支
援
２
。

区
分
変
更
申
請
を
し
て
も
結
果

は
同
じ
。
現
実
に
は
、
ま
っ
た

く
外
へ
出
な
い
し
、
外
へ
出
て

行
け
な
い
（
足
腰
の
衰
え
と
認

知
症
の
た
め
）。
そ
れ
で
も
訪

問
調
査
の
時
は
「
歩
け
る
」
と

言
っ
て
し
ま
う
ら
し
い
。

　

そ
の
ほ
か
、
調
査
項
目
を
質

問
さ
れ
て
も
み
ん
な「
で
き
る
、

や
っ
て
い
る
」
と
言
っ
て
し
ま

う
よ
う
だ
。
現
実
に
一
人
だ
か

ら
「
や
ら
ざ
る
を
得
な
い
」
状

況
で
あ
る
が
。
認
知
症
が
進
ん

で
自
立
し
た
生
活
は
も
う
無
理

な
の
に
、
診
察
や
調
査
の
時
は

一
応
ま
と
も
に
答
え
て
い
る
。

だ
か
ら
要
介
護
１
以
上
に
な
ら

な
い
。

　

担
当
の
ケ
ア
マ
ネ
は
良
く
や

る
人
で
、
予
防
給
付
相
当
で
は

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
が
ケ
ア
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
と
こ
ろ
な
の

に
、
何
と
か
要
介
護
１
以
上
に

し
て
入
所
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
さ

せ
た
い
と
頑
張
っ
た
。
そ
こ
で

こ
の
方
に
つ
い
て
は
、
こ
の
ケ

ア
マ
ネ
と
相
談
し
て
毎
月
連
続

三
回
区
分
変
更
申
請
の
た
め
に

主
治
医
の
意
見
書
を
書
い
て
、

よ
う
や
く
こ
の
度
「
晴
れ
て
」

要
介
護
１
に
な
っ
た
。

　

こ
の
例
よ
り
、
介
護
保
険
に

つ
い
て
の
本
質
的
な
問
題
が
浮

か
び
上
が
っ
て
く
る
。
要
介
護

状
態
が
軽
症
の
場
合
、
更
新
審

査
で
例
え
ば
そ
れ
ま
で
の
要
介

護
１
以
上
で
あ
っ
た
の
が
、
予

防
給
付
相
当
（
要
支
援
１
、２
）

と
な
る
方
が
す
ご
く
増
え
た
。

そ
の
結
果
、
今
ま
で
何
と
か
自

立
し
た
生
活
が
で
き
た
方
が
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
削
減
に
よ
り

困
難
と
な
っ
た
方
が
か
な
り
出

現
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
特

に
、
一
人
暮
ら
し
や
高
齢
者
単

独
世
帯
で
低
所
得
の
方
々
に

と
っ
て
は
、
深
刻
な
問
題
と

な
っ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
、
日
本
の
介
護
保
険

の
審
査
の
本
質
的
な
問
題
に
直

面
す
る
。「
介
護
判
定
に
は
、

社
会
的
状
況
を
考
慮
し
な
い
」

と
の
大
原
則
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
が
、
問
題
の
解
決
を
困
難
に

し
て
い
る
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
、

も
う
そ
ろ
そ
ろ
こ
の
原
則
を
見

直
し
て
も
良
い
の
で
は
な
い
か

と
思
う
。

　

た
と
え
ば
、
社
会
的
問
題
も

認
定
審
査
の
判
定
の
際
に
考
慮

さ
れ
る
よ
う
に
す
る
。
具
体
的

に
は
、
上
記
の
例
の
場
合
な
ど

は
一
段
階
要
介
護
度
を
上
げ
る

シ
ス
テ
ム
を
作
る
。
あ
る
い
は

北
欧
で
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

調
査
か
ら
介
護
ニ
ー
ズ
の
把

握
、
介
護
計
画
の
策
定
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
実
施
ま
で
一
貫
し

て
ケ
ア
マ
ネ
に
や
ら
せ
、
ケ
ア

マ
ネ
に
強
い
独
立
性
と
公
平
性

を
求
め
、
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
防

止
の
チ
ェ
ッ
ク
機
関
を
設
け
る

と
い
っ
た
制
度
を
試
行
し
て
も

良
い
の
で
は
と
思
う
。

　

私
事
で
あ
る
が
、
こ
の
三
月

で
介
護
保
険
発
足
時
よ
り
勤
め

て
い
た
認
定
審
査
員
を
辞
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
時
に
、
こ
ん

な
審
査
会
な
ん
か
本
当
に
必
要

な
の
か
と
思
う
こ
と
す
ら
あ
る
。

審
査
会
運
営
そ
の
も
の
も
、
大

き
な
事
務
的
コ
ス
ト
が
か
か
り
、

ム
ダ
も
多
い
と
思
う
。
ケ
ア
マ

ネ
の
在
り
方
を
含
め
、
も
っ
と

合
理
的
で
、
か
つ
社
会
保
障
の

一
環
と
し
て
の
介
護
保
険
の

「
あ
り
よ
う
」
を
検
討
し
て
も
良

い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

そ
う
い
え
ば
、
わ
れ
わ
れ
医

師
の
介
護
保
険
の
関
わ
り
も
こ

れ
で
良
い
の
か
・
・
・
。
介
護

保
険
に
関
心
の
あ
る
方
は
、
利

害
の
あ
る
一
部
の
医
師
を
除

き
、
き
わ
め
て
薄
い
の
が
現
状

で
あ
る
。

　

と
に
か
く
今
は
、
審
査
委
員

を
辞
め
る
こ
と
が
で
き
て
ほ
っ

と
し
て
い
る
。

　

私
は
現
在
、
内
科
急
性
期
病
棟

で
勤
務
し
て
い
ま
す
。
急
性
期
と

は
い
え
、
高
齢
者
が
多
い
こ
と
か

ら
認
知
症
も
多
く
、
徘
徊
、
奇
声

を
あ
げ
る
、
点
滴
自
己
抜
針
な
ど

治
療
が
中
断
さ
れ
る
こ
と
も
多
く

あ
り
ま
す
。車
椅
子
に
乗
り
、ナ
ー

ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
過
ご
し
て

い
た
だ
く
こ
と
も
よ
く
見
る
光
景

で
す
。
目
の
前
で
不
穏
状
態
の
患

者
さ
ん
を
監
視
し
な
が
ら
、
Ｎ
Ｓ

コ
ー
ル
の
対
応
を
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　

看
護
業
務
以
外
に
も
病
棟
の

係
、
学
習
会
、
病
院
内
の
委
員
会

や
勉
強
会
、
資
料
作
り
に
デ
ー
タ

収
集
な
ど
、
勤
務
時
間
外
の
集
ま

り
が
多
く
あ
り
ま
す
し
、
全
員
参

加
で
強
制
的
に
業
者
の
説
明
会
に

出
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　

医
療
の
内
容
も
複
雑
に
な
り
、

医
療
ミ
ス
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に

と
次
々
と
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
増
え
、

患
者
さ
ん
の
安
全
、
安
心
の
た
め

に
神
経
を
使
っ
て
仕
事
を
し
て
い

ま
す
。
注
意
を
し
て
い
て
も
何
か

あ
れ
ば
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
、
あ
る
い

は
事
故
と
し
て
病
棟
カ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス
を
行
う
の
で
す
が
、そ
の
分
、

業
務
に
し
わ
寄
せ
が
で
き
、
な
お

多
忙
に
な
り
ま
す
。

　

患
者
さ
ん
の
立
場
に
立
っ
た
看

護
、
ぬ
く
も
り
あ
る
医
療
・
看
護

の
実
践
。
患
者
さ
ん
の
た
め
を
思

う
な
ら
、
患
者
数
だ
け
で
な
く
、

患
者
層
や
業
務
内
容
を
考
慮
し
て

看
護
師
を
配
置
し
て
く
れ
れ
ば
良

い
の
で
す
が
、
今
の
と
こ
ろ
補
充

さ
れ
る
予
定
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

看
護
師
は
毎
日
ク
タ
ク
タ
に
な

り
、
終
業
時
間
に
な
っ
て
も
帰
れ

ず
残
務
に
追
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
上
に
業
務
以
外
の
集
ま
り
で

す
。
何
と
か
な
ら
な
い
か
と
思
う

毎
日
で
す
。
誰
か
倒
れ
な
け
れ
ば

対
応
し
て
も
ら
え
な
い
の
で
し
ょ

う
か
。

　

家
に
帰
っ
て
も
ゆ
っ
く
り
休
め

る
わ
け
で
な
く
、
家
事
も
あ
り
ま

す
。子
ど
も
と
の
時
間
も
欲
し
い
。

勤
務
時
間
が
終
わ
れ
ば
す
ぐ
に
帰

る
、
そ
う
望
む
こ
と
は
許
さ
れ
な

い
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

も
し
病
気
や
け
が
で
仕
事
が
制

限
さ
れ
た
り
入
院
と
な
っ
た
と
し

て
も
、
今
の
病
院
に
は
病
気
休
暇

と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
せ
ん
。
私

自
身
入
院
し
た
時
は
年
次
休
暇
を

使
い
ま
し
た
。
他
の
ス
タ
ッ
フ
に

申
し
わ
け
な
い
気
持
ち
と
、
年
次

休
暇
が
足
り
る
か
と
気
に
し
な
が

ら
、
ゆ
っ
く
り
療
養
す
る
こ
と
も

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

看
護
師
が
精
神
的
に
も
体
力
的

に
も
ゆ
と
り
の
あ
る
人
員
配
置
で

勤
務
で
き
れ
ば
、
な
に
よ
り
患
者

さ
ん
が
希
望
さ
れ
、
そ
し
て
私
た

ち
が
思
い
描
く
看
護
を
実
践
し
継

続
し
て
い
く
こ
と
は
、
可
能
だ
と

思
い
ま
す
。

　

き
っ
と
、
ど
こ
の
病
院
で
も
人

員
不
足
で
同
じ
思
い
を
し
て
い
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。
現
在
、
診
療

報
酬
改
定
に
よ
っ
て
看
護
師
が
多

い
ほ
ど
収
入
増
が
保
証
さ
れ
る
体

制
に
変
わ
り
、
看
護
師
募
集
の
文

字
を
よ
く
目
に
し
ま
す
。
大
学
病

院
や
大
き
な
総
合
病
院
、
綺
麗
な

病
院
で
給
料
も
い
い
、
ス
タ
ッ
フ

も
そ
ろ
っ
て
い
る
、
そ
ん
な
病
院

な
ら
み
ん
な
働
き
た
い
と
思
う
で

し
ょ
う
。
ど
の
病
院
で
も
気
持
ち

よ
く
働
く
こ
と
の
で
き
る
そ
ん
な

体
制
に
で
き
な
い
も
の
で
し
ょ
う

か
。

　
「
い
つ
か
」「
そ
の
う
ち
」「
考

慮
す
る
」な
ど
と
言
っ
て
い
て
も
、

実
際
現
場
で
働
い
て
い
る
看
護
師

は
「
今
す
ぐ
」
を
望
ん
で
い
る
と

思
う
の
で
す
。

看
護
師
が
見
た 

医
療 

 

現
場 

医
療 

 

現
場 

第
十
一
話 

今すぐ、ゆとりある人員配置を 
（県内公的病院・看護師） 
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『
こ
ど
も
署
名
』に
ご
協
力
を 

『
こ
ど
も
署
名
』に
ご
協
力
を 

○
石
川
県
に
子
育
て
の
た
め
の
支
援
策
を
求
め
る
『
こ
ど
も

署
名
』（「
こ
ど
も
の
医
療
費
を
無
料
に
」「
三
十
人
学
級

の
実
現
を
」「
保
育
料
負
担
の
軽
減
を
」）
を
過
日
、
会
員

に
お
送
り
し
ま
し
た
。 

○
ご
協
力
い
た
だ
い
た
「
こ
ど
も
署
名
」
は
三
月
末
ま
で
に

返
信
用
封
筒
に
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。 

石
川
県
保
険
医
協
会
理
事
会 
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【読んだ本】

＜はじめに＞

　「戦後レジームの脱却」を旗印にした安倍内閣の発足と共に、この国の

在り方が問題になっている。今回は、その議論の核心とも言えるナショナ

リズムの問題を取り上げることにした。とは言っても、小生の貧弱な頭脳

では整理しきれない問題であるが、今大事な問題であることには違いない。

今回と次回の２回に分けて、独断的な視点で以下の書籍を紹介し、若干の

意見を述べることにした。ご意見ご批判をお寄せ願いたい。

＜小林よしのり　新ゴーマニズム宣言　Special 戦争論１，２，３＞

　１～３巻合わせて 1,200 ページの漫画本である。通し読みするとがっく

り疲れる。

　第 1巻は 1998 年初版で、３巻完結まで５年を費やし、現在までに 90 万

部以上売れたと言う。

　以下要約を記し、評価と批判を述べたい。

　第１巻、戦後民主主義は「サヨク」であるとの宣言から始まる。太平洋

戦争を彼独自の視点から解説し、第１巻では従軍慰安婦、南京大虐殺、神

風特攻隊、第２巻では米国同時多発テロ、戦犯裁判、靖国問題、パールハー

バー、第３巻では日米関係、沖縄戦、欧米諸国の植民地政策などを取り上

げ、最後は妄信的な親米愛国主義として、産経新聞や雑誌「諸君」まで「親

米ポチ保守」と切り捨てている。結論として「道徳」のないアメリカと決

別して、「道徳」を取り戻し、「伝統を継承した国民」にならなければなら

ないと主張する。

　初版以来現在まで、これほど反響を呼び、賛否が分かれた漫画本もある

まい。良い意味でも悪い意味でも国の在り方に一石を投じたことは評価し

よう。

　さて、賞賛論の多くは、今まで教えられてきた教育（著者流によればサ

ヨクの教育）が偏っていた、日本人の誇りを取り戻した、気が晴れた、感

動した、というものである。はたしてそうなのか。

　まず、多くの資料を元に戦争肯定論を構築しているが、かなりのねつ

造、誤った解釈が多く、また都合の悪いことは故意に捨てている。たとえ

ば、われわれ医師が注目している 731 部隊の残虐行為の記述はまったくな

い。また、近隣諸国、中国、朝鮮については、憎悪の対象としか見ていな

い。これはおかしい。旧日本軍がどれだけ愚劣な軍隊であったか、自己保

身しか考えなかった大本営などの戦争指導者。300 万の日本人戦死者に対

し、アジア全体では 2000 万の戦死者、民衆の被害者に日本軍が多く関与

しているのは間違いない事実である。そのほか数え切れないくらいの間違

い、ねつ造がある。そして何より気になるのが、戦争賛美をあまりにも情

緒的気分で捉えていることである。随所に特攻隊隊員の遺言をちりばめ、

歴史を知らない若者が読んだ場合、これが史実と誤認されることは大きな

問題だし、近年の若者の保守化にこの本が大きな影響があったことも事実

だろう。安倍晋三の「美しい国へ」も、多分にこの本の影響を受けている

ふしがある。

　最後にあるネットの書評でこの「戦争論」と「はだしのゲン」を読み比

べると良いとの意見があったが、なるほどそれも一考の価値ありと思った。

＜姜尚中　愛国の作法＞

　マックスウェイバーの研究者で、マスコミに売れっ子の碩学、姜尚中教

授の新刊書。本当に国を愛するということはどういうことか、自らが在日

韓国人であり、日本と韓国の狭間から「ナショナリズム」の問題を論じた

書である。

　まず国家のルールは、公（民主主義という作為）と私（日本人としての

感性）の融合ではなく分別すること。また、近代国家としての国家国民を

考える時、エイトス（自然・民族・血）よりもデーモス（作為・社会契約）

が優位に成り立っているとする。だから先の藤原正彦の『国家の品格』な

どは感性的なもの、情緒的なものに寄りかかり、政治的リアリズムを欠い

ていると批判している。小林よしのりの国家感も同様なものであろうし、

また安倍晋三の著作の「自分の生まれ育った郷土に対する愛情は、その郷

土が属する国の歴史・伝統・文化に触れてはぐくまれるから、自分の帰属

は自らの国のおいてほかない」との「愛郷 ↓愛国」論は、先の近代国家のデー

モス優位論から、愛郷心と愛国心は別物と断じている。著者の引用するル

ナンの「国民とは日々の人民投票に他ならない」との言葉は、問題の本質

をついているし、安倍氏や藤原氏の情緒的愛国心へのカウンターパンチで

あろう。著者が紹介した明治の史学者竹越与三郎のことば、「個人の生存

と進歩とを外して、国家の目的あることなし～」もけだし名言といえる。

　最後に自らが韓国・北朝鮮・日本いずれにも属さない「パーリア」であっ

たとふり返り、「人間は自ら『国民』になることにより、他の『国民』を

理解できるようになるのだ」とのアーレントの言葉に出会ったことが「韓

国人」の国籍を選んだきっかけと告白している。そしてそのことが、ずた

ずたにされた朝鮮半島を「平和と共存の博物館」にできないか、その理想

を通じてフィクションとしての「愛国心」が自分の中に芽生えるようになっ

たと述べている。

　愛国心論議については、今いささか革新の側が逃げているような面がある

と思う。姜氏のように冷静にこの問題を考え提言する時ではないかと思う。

　引用文献・著作も多く、用語が難解で決して読みやすい本ではないが、

今の時節、読んで損になる本ではないと思う。少なくとも『国家の品格』

や『美しい国へ』よりは、ましであろう。今、情緒より理性を！と叫びたい。

○テーマ─ナショナリズム全編 ○テーマ─ナショナリズムを考える〈前編〉 
喜多　徹（野々市町・内科） 

複眼的に思索する 
読書教室 
複眼的に思索する 
読書教室 
複眼的に思索する 
読書教室 
複眼的に思索する 
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読書教室 

①新ゴーマニズム宣言
Special  戦争論 1,2,3
●著者：小林よしのり
●出版：幻冬舎

②愛国の作法
●著者：姜尚中
●出版：朝日新書

 【そのほか少しだけ参照した本】
①美しい国へ　●著者：安倍晋三　●出版社：文春新書
②国家の品格　●著者：藤原正彦　●出版社：新潮新書

　

お
久
し
ぶ
り
で
す
。（
教

職
を
）
定
年
退
職
し
ま
し
た

が
、
て
ん
か
ん
協
会
と
の
し

が
ら
み
は
切
れ
そ
う
に
あ
り

ま
せ
ん
。

　

と
こ
ろ
で
、『
石
川
保
険

医
新
聞
』
新
年
号
は
、
ど
の

記
事
も
甲
乙
付
け
が
た
い
秀

作
で
し
た
。
た
だ
一
つ
の
汚

点
と
言
え
ば
最
終
面
の
「
あ

り
し
日
の
ホ
テ
ル
・
・
・
」

の
記
事
で
、「
西
武
グ
ル
ー

プ
」
と
す
べ
き
と
こ
ろ
を
、

「
西
部
グ
ル
ー
プ
」
と
誤
植

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
惜
し
ま

れ
ま
す
。

　

大
学
（
教
育
学
部
）
在
学

当
時
か
ら
、
医
学
を
志
す
仲

間
に
は
音
楽
を
愛
好
す
る
人

が
多
い
と
知
っ
て
い
ま
し
た

が
、
か
く
も
文
才
に
た
け
た

方
が
多
い
と
は
知
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
脱
帽
で
す
！　

も

ち
ろ
ん
一
月
十
三
日
の
「
医

師
家
族
の
演
奏
会
」（
ド
ク

タ
ー
ズ
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
コ

ン
サ
ー
ト
）
は
お
手
の
も
の

で
し
ょ
う
。
万
障
繰
り
合
わ

せ
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
こ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。（
↓

法
事
に
呼
ば
れ
て
行
け
ま
せ

ん
で
し
た
。
残
念
！
）

　

日
本
て
ん
か
ん
協
会
石
川

県
支
部
と
し
て
は
、
貴
機
関

紙
を
通
じ
て
、
医
師
の
世
界

で
も
正
し
く
理
解
さ
れ
て
い

な
い
〝
て
ん
か
ん
〞
に
つ
い

て
訴
え
た
い
こ
と
は
い
っ
ぱ

い
あ
り
ま
す
。
で
も
、
こ
の

よ
う
に
素
晴
ら
し
い
記
事
が

目
白
押
し
で
は
、
割
り
込
む

隙
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
つ
か

機
会
を
お
与
え
く
だ
さ
い
。

「
て
ん
か
ん
と
暮
ら
し
」
な

ど
の
講
演
の
用
意
も
で
き
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
モ
ニ
タ
ー
会

員
と
し
て
機
関
紙
を
拝
読
し

て
参
り
ま
し
た
が
、
今
後
は

患
者
団
体
の
一
つ
と
し
て
、

よ
ろ
し
く
お
付
き
合
い
を
お

願
い
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

て
ん
か
ん
協
会
の
国
会
請

願
署
名
運
動
に
、
ま
た
お
力

添
え
く
だ
さ
い
。
近
日
中
に

お
届
け
し
ま
す
の
で
、
お
願

い
し
ま
す
。　
　

読
者
投
稿
（
新
年
号
を
読
ん
で
） 

読
者
投
稿
（
新
年
号
を
読
ん
で
） 

て
ん
か
ん
に
つ
い
て
訴
え
る
機
会
を 

日
本
て
ん
か
ん
協
会
石
川
県
支
部
事
務
局
長  

宇
野
　
満
雄（
白
山
市
在
住
） 
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理
事
　
西
川
　
忠
之（
能
美
市
・
泌
尿
器
科
） 

リレー・エッセイ リレー・エッセイ 

在宅 
医療 
在宅 
医療 

１５ 

自
院
の
訪
問
看
護
な
ら
… 

当
院
の
「
在
宅
医
療
・
介
護
」
の
症
例
〈
1
〉 

当
院
の
「
在
宅
医
療
・
介
護
」
の
症
例
〈
1
〉 

心
の
中
で
ご
め
ん
な
さ
い 

本シリーズは、会員の皆様のご寄稿で

続けていくものです。積極的なご寄稿

をお願いします。重複した場合の掲載

順は編集部にお任せください。 

毎月20日を締切とし、字数は1200

字から1600字程度でお願いします。 

送り先は本紙1面左枠の編集部宛E-

mailアドレスまたはＦＡＸで。 

【編集部からのお願い】 【編集部からのお願い】 

在宅医療の積極的なご寄稿を 
 

在宅医療の積極的なご寄稿を 
 

在宅医療の積極的なご寄稿を 
 

リレー・エッセイ リレー・エッセイ 

　

在
宅
医
療
・
介
護
に
お
け
る

問
題
点
は
山
積
し
て
い
ま
す
。

制
度
上
の
足
か
せ
の
た
め
、
あ

る
い
は
運
用
上
で
の
問
題
点
の

た
め
、
十
分
に
在
宅
医
療
を
提

供
で
き
に
く
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
在
宅
医
療
の
問

題
に
つ
い
て
継
続
的
に
保
険
医

協
会
「
在
宅
医
療
を
語
る
会
」

で
検
討
を
重
ね
、
ま
た
、
こ
の

「
シ
リ
ー
ズ
在
宅
医
療
」
に
て

お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

当
院
は
医
師
一
人
医
療
法
人

で
、
通
常
の
時
間
診
察
の
ク
リ

ニ
ッ
ク
（
泌
・
内
・
外
）
と

看
護
師
兼
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の

一
人
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
と

休
止
中
の
ヘ
ル
パ
ー
事
業
所
に

て
構
成
さ
れ
ま
す
。
そ
の
他
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
看
護
師
二
人
、

准
看
護
師
一
人
、
二
級
ヘ
ル

パ
ー
一
人
、
医
療
事
務
一
人
の

計
七
人
で
す
。
訪
問
看
護
は
、

自
院
か
ら〝
み
な
し
規
定
〞に
て

行
う
場
合
と〝
委
託
〞す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
ケ
ア
プ
ラ
ン
に

つ
い
て
も
、
自
事
業
所
の
場
合

と
そ
う
で
な
い
場
合
と
が
あ
り

ま
す
。

　

患
者
さ
ん
は
七
十
七
歳
男

性
、
第
十
二
胸
椎
転
移
を
有
す

る
右
腎
癌
が
二
〇
〇
三
年
（
平

成
十
五
年
）
十
二
月
に
発
見
さ

れ
、
金
沢
大
学
病
院
に
紹
介
さ

れ
、
腹
腔
鏡
下
腎
摘
除
手
術
、

胸
椎
十
一

－

十
二
椎
体
置
換
術

が
施
行
さ
れ
、
術
後
化
学
療
法

が
な
さ
れ
ま
し
た
が
、
進
行
が

認
め
ら
れ
、
紹
介
元
病
院
に
転

院
、
Ｉ
Ｎ
Ｆ
治
療
が
継
続
さ
れ

ま
し
た
。
し
か
し
、
多
椎
体
・

肝
・
胸
膜
・
肺
へ
の
転
移
浸
潤

が
進
行
し
、
下
肢
の
不
全
麻
痺

に
よ
る
疼
痛
、
寝
た
き
り
状
態

に
よ
る
褥
瘡
の
発
生
、
呼
吸
不

全
が
発
症
し
た
段
階
に
て
、
本

人
が
病
院
へ
の
入
院
治
療
を
拒

否
し
、
在
宅
を
強
く
希
望
し
ま

し
た
。
同
居
長
男
が
当
院
に
相

談
の
た
め
来
院
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
時
す
で
に
他
院
ペ
イ
ン
ク

リ
ニ
ッ
ク
に
て
内
服
麻
薬
が
処

方
さ
れ
て
お
り
、
家
人
が
代
理

受
診
し
て
お
り
ま
し
た
。
妻
が

主
介
助
者
で
、
同
居
長
男
夫
妻

は
共
働
き
で
、
妻
は
保
母
主
任

に
て
多
忙
で
、
ほ
と
ん
ど
介
護

不
能
と
い
う
。
長
男
の
来
院
に

先
立
ち
、
病
院
泌
尿
器
科
紹
介

医
よ
り
電
話
で
の
打
診
が
あ
っ

た
際
、
受
諾
に
不
安
が
あ
り
ま

し
た
。

　

そ
の
こ
ろ
当
院
で
は
、
在
宅

看
取
り
ま
で
を
依
頼
さ
れ
て
い

る
別
の
症
例
や
Ａ
Ｌ
Ｓ
の
見
守

り
症
例
を
抱
え
て
い
た
た
め
、

オ
ー
バ
ー
ワ
ー
ク
で
、
当
院
の

訪
問
看
護
が
利
用
し
に
く
か
っ

た
こ
と
、
患
家
ま
で
十
数
キ
ロ

あ
り
現
実
的
に
は
一
日
複
数
回

の
往
診
が
不
可
能
で
十
分
な
医

療
が
提
供
し
に
く
い
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
有
利
点
と
し
て
、
患

者
お
よ
び
家
族
の
在
宅
意
志
が

強
く
、
在
宅
看
取
り
に
最
低
必

要
な
介
護
者
一
・
五
人
が
常
勤

換
算
で
家
庭
内
外
に
確
保
さ
れ

る
こ
と
（
経
験
上
で
の
基
準
）、

長
男
の
勤
務
先
が
当
院
よ
り
比

較
的
近
く
臨
時
処
方
や
注
射
薬

の
受
け
渡
し
に
有
利
な
こ
と
で

し
た
。
当
院
ス
タ
ッ
フ
会
議
で

は
居
宅
支
援
、
訪
問
看
護
と
も

に
外
注
と
決
定
さ
れ
、
他
事
業

所
の
ケ
ア
マ
ネ
を
頼
り
に
心
細

い
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

翌
日
、
初
診
往
診
に
て
本
人

は
腎
癌
の
手
術
の
原
因
と
な
っ

て
い
る
腎
悪
性
腫
瘍
に
つ
い
て

は
告
知
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

腰
椎
転
移
と
肺
転
移
や
予
後

に
つ
い
て
は
告
知
さ
れ
て
お
ら

ず
、
生
来
の
気
ま
ま
な
性
格
を

家
庭
で
十
分
享
受
す
る
態
度
を

示
し
、
わ
か
ら
ず
や
の
振
り
を

し
て
い
る
か
の
よ
う
で
し
た
。

訴
え
は
動
け
な
い
こ
と
、
左
足

の
不
全
麻
痺
と
痛
み
が
あ
り
、

徐
々
に
良
く
な
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
と
い
う
。
Ｓ
Ｐ
Ｏ
２

は
八
八
％
で
あ
り
、
聞
け
ば
食

事
は
何
と
か
食
べ
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
食
事
中
に
は
少
し
息

苦
し
い
時
が
あ
る
と
お
っ
し
ゃ

い
ま
す
。
完
全
麻
痺
の
右
足

と
仙
骨
に
褥
瘡
が
あ
り
、
簡
易

ベ
ッ
ド
と
円
座
の
使
用
を
中
止

し
、
介
護
ベ
ッ
ド
と
エ
ア
マ
ッ

ト
の
使
用
、
褥
瘡
治
療
の
た

め
、
当
面
連
日
の
訪
問
看
護
を

お
願
い
し
ま
し
た
。
私
か
ら
の

医
療
の
提
供
は
と
り
あ
え
ず
、

呼
吸
症
状
と
神
経
症
状
の
改
善

目
的
に
三
日
間
の
ス
テ
ロ
イ
ド

と
ア
ミ
ノ
グ
リ
コ
シ
ド
筋
注
投

与
と
オ
プ
ソ
（
経
口
塩
酸
モ
ル

ヒ
ネ
水
薬
）
の
家
庭
内
備
蓄
を

指
示
。
自
院
の
訪
問
看
護
で
あ

れ
ば
二
年
前
の
こ
の
時
期
で
も

在
宅
終
末
時
医
療
の
包
括
点
数

を
算
定
可
能
で
し
た
が
、
他
事

業
所
と
の
連
携
の
場
合
に
は
包

括
点
数
は
な
じ
み
ま
せ
ん
。
ま

た
、
訪
問
点
滴
の
指
示
は
で
き

ま
す
が
、
在
宅
で
の
筋
肉
注
射

の
指
示
は
訪
問
看
護
で
は
制
度

上
算
定
不
可
能
で
、
一
本
の
注

射
の
た
め
だ
け
に
連
日
の
往
診

ま
た
は
訪
問
診
療
が
必
要
と
な

り
ま
す
（
何
と
か
な
ら
な
い
の

か
？
）。

　

三
日
後
に
訪
問
し
、
ど
う
で

す
か
？
と
伺
う
と
、「
少
し
ま

し
だ
」
と
力
弱
く
言
っ
て
く
だ

さ
っ
た
の
で
す
が
、
Ｓ
Ｐ
Ｏ
２

は
八
八
％
と
改
善
し
ま
せ
ん
で

し
た
。
ご
本
人
に
在
宅
酸
素
療

法
の
導
入
を
勧
め
、
ご
了
承
い

た
だ
き
ま
し
た
。
酸
素
飽
和
度

は
少
し
改
善
し
ま
し
た
が
、
常

時
の
酸
素
鼻
メ
ガ
ネ
を
嫌
が
る

傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。そ
の
後
、

貧
血
が
進
行
し
低
栄
養
を
認
め

ま
し
た
。
に
も
関
わ
ら
ず
熱
心

な
ケ
ア
を
続
け
、
褥
瘡
は
改
善

し
ま
し
た
。
患
者
の
「
食
べ
て

い
る
」「
飲
水
で
き
て
い
る
」

と
い
う
言
葉
を
信
じ
、
点
滴

も
な
る
べ
く
し
な
い
方
針
で
一

カ
月
経
過
し
た
あ
る
日
、
妻
よ

り
早
朝
、
何
も
食
べ
な
い
の
で

見
に
来
て
欲
し
い
と
電
話
が
あ

り
ま
し
た
。
早
朝
に
エ
ン
シ
ュ

ア
内
服
を
持
参
し
往
診
し
、
酸

素
を
増
量
し
た
そ
の
深
夜
に
再

び
往
診
依
頼
さ
れ
た
時
に
は
、

あ
っ
け
な
く
、
死
亡
診
断
で

し
た
。
死
後
の
処
置
も
グ
リ
ー

フ
ワ
ー
ク
も
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
自
院
の
訪
問
看
護
で
あ
れ

ば
と
い
う
悔
恨
の
思
い
が
こ
み

上
げ
ま
し
た
。
臨
終
に
は
い
つ

も
私
と
ス
タ
ッ
フ
と
家
人
と
同

化
し
て
い
る
は
ず
な
の
に
・・・
。

　

家
人
一
同
よ
り
ね
ぎ
ら
い

と
感
謝
の
言
葉
を
受
け
ま
し
た

が
、
私
は
心
の
中
で
ご
め
ん
な

さ
い
と
手
を
合
わ
せ
ま
し
た
。

　

第
二
次
大
戦
中
に
作
ら
れ

た
映
画
の
中
で
の
ぼ
く
の
ベ

ス
ト
ワ
ン
作
品
で
あ
る
。

　

ナ
チ
占
領
下
の
フ
ラ
ン
ス

に
踏
み
と
ど
ま
っ
た
マ
ル
セ

ル
・
カ
ル
ネ
監
督
が
、非
常
な

悪
条
件
の
中
で
一
九
四
二
年

か
ら
作
り
始
め
、
一
九
四
五

年
完
成
に
こ
ぎ
つ
け
た
。
魅

惑
の
名
優
た
ち
の
演
技
、
詩

人
ジ
ャ
ッ
ク
・
プ
レ
ベ
ー
ル

に
よ
る
珠
玉
の
せ
り
ふ
の

数
々
、
音
楽
・
撮
影
も
見
事
、

作
品
構
想
の
雄
大
さ
、
ど
れ

も
素
晴
ら
し
い
の
一
言
で
あ

る
。

　

物
語
は
一
八
四
〇
年
代
ル

イ
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
治
世
下
の

パ
リ
。
第
一
部
の
題
名
に
も

な
っ
て
い
る〝
犯
罪
大
通
り
〞

の
異
名
を
と
る
、
寄
席
や
見

世
物
小
屋
や
劇
場
な
ど
が
集

ま
る
通
り
に
夢
を
求
め
て
き

た
人
々
の
人
生
模
様
を
描
い

て
い
る
。主
な
登
場
人
物
は
、

鉄
火
肌
の
女
芸
人
ギ
ャ
ラ
ン

ス
（
ア
ル
レ
ッ
テ
ィ
）、
文

才
あ
る
犯
罪
者
ラ
ス
ネ
ー
ル

（
マ
ル
セ
ル
・
カ
ル
ネ
）、
初

め
は
売
れ
な
か
っ
た
が
後
に

大
パ
ン
ト
マ
イ
ム
役
者
に

な
っ
た
バ
チ
ス
ト（
ジ
ャ
ン
・

ル
イ
・
バ
ロ
ー
）、
バ
チ
ス

ト
に
恋
す
る
劇
場
主
の
娘
ナ

タ
リ
ー
（
マ
リ
ア
・
カ
ザ
レ

ス
）、
こ
れ
も
売
れ
な
い
役

者
で
女
た
ら
し
だ
が
、
後
に

大
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
役
者
に

な
る
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
（
ピ

エ
ー
ル
・
ブ
ラ
ッ
ス
ー
ル
）、

窮
地
に
落
ち
た
ギ
ャ
ラ
ン
ス

を
救
う
が
彼
女
に
は
愛
さ
れ

な
い
伊
達
男
モ
ン
ト
レ
ー
伯

爵
（
ル
イ
・
サ
ル
ー
）、
バ

チ
ス
ト
に
嫌
わ
れ
る
古
着
屋

ジ
ェ
リ
コ
（
ピ
エ
ー
ル
・
ル

ノ
ワ
ー
ル
）
で
あ
る
。

　

ま
ず
バ
チ
ス
ト
が
、
通
り

で
ラ
ス
ネ
ー
ル
の
犯
罪
（
す

り
）
を
目
撃
し
、
隣
に
い
た

ギ
ャ
ラ
ン
ス
が
犯
人
に
間
違

え
ら
れ
た
。
そ
の
状
況
を
見

事
な
パ
ン
ト
マ
イ
ム
で
警
官

に
示
し
、
観
衆
に
大
う
け
す

る
と
こ
ろ
か
ら
話
が
始
ま

る
。
ギ
ャ
ラ
ン
ス
に
花
を
も

ら
い
、
恋
心
を
抱
く
バ
チ
ス

ト
は
、
そ
の
夜
に
偶
然
彼
女

に
再
会
し
、
一
夜
を
共
に
す

る
寸
前
に
彼
は
引
い
て
し

ま
っ
た
。
そ
し
て
ち
ゃ
っ
か

り
、
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
に
ギ
ャ

ラ
ン
ス
を
奪
わ
れ
て
し
ま

う
。
そ
れ
で
も
彼
女
は
、
バ

チ
ス
ト
に
恋
心
を
秘
め
て
い

た
。
バ
チ
ス
ト
、
ギ
ャ
ラ
ン

ス
、
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
は
、
バ

チ
ス
ト
が
演
出
す
る
名
パ
ン

ト
マ
イ
ム
劇
で
共
演
す
る
。

嫉
妬
心
を
募
ら
せ
る
バ
チ
ス

ト
。
し
か
し
、
ま
た
も
ラ
ス

ネ
ー
ル
の
犯
罪
に
巻
き
込
ま

れ
、
危
う
く
逮
捕
さ
れ
そ
う

に
な
る
ギ
ャ
ラ
ン
ス
を
モ
ン

ト
レ
ー
伯
爵
が
救
う
。

　

数
年
後
を
描
く
第
二
部

〝
白
い
男
〞
で
は
、
バ
チ
ス

ト
と
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
は
と
も

に
大
ス
タ
ー
に
な
っ
て
い

た
。
そ
こ
へ
イ
ン
ド
か
ら

戻
っ
た
ギ
ャ
ラ
ン
ス
が
、
お

忍
び
で
バ
チ
ス
ト
の
入
神
の

演
技
を
毎
晩
見
に
来
て
い

た
。
ナ
タ
リ
ー
と
夫
婦
に

な
っ
て
い
た
バ
チ
ス
ト
は
そ

れ
に
気
づ
か
ず
、
ナ
タ
リ
ー

の
ほ
う
が
ジ
ェ
リ
コ
に
教
え

ら
れ
、
息
子
の
バ
チ
ス
ト
二

世
を
ギ
ャ
ラ
ン
ス
の
い
る
特

別
ボ
ッ
ク
ス
に
行
か
せ
て
、

両
親
は
幸
せ
に
暮
ら
し
て
い

る
こ
と
を
告
げ
さ
せ
る
。
し

か
し
息
子
も
彼
女
の
美
し
さ

に
目
を
瞠
る
。
ど
ん
で
ん
返

し
の
展
開
で
、
つ
い
に
バ
チ

ス
ト
は
ギ
ャ
ラ
ン
ス
と
結
ば

れ
る
が
、
そ
の
現
場
を
ナ
タ

リ
ー
に
押
さ
え
ら
れ
て
し
ま

う
。
し
か
し
、
ナ
タ
リ
ー
に

ギ
ャ
ラ
ン
ス
は
忽
然
と
言
い

放
っ
た
。「
別
れ
て
い
た
数

年
の
間
、
毎
晩
バ
チ
ス
ト
を

思
っ
て
い
た
」
と
。
そ
し
て

ギ
ャ
ラ
ン
ス
は
ま
た
旅
立
っ

て
い
く
。

　

何
と
い
う
自
由
さ
！
何
と

い
う
誇
り
高
さ
!!
軍
事
的
に

は
ド
イ
ツ
に
こ
て
ん
ぱ
ん
に

や
ら
れ
た
フ
ラ
ン
ス
は
、
文

化
的
に
は
一
歩
も
引
く
こ
と

は
な
か
っ
た
の
だ
!!!

映画狂 映画狂 映画狂 
おすすめの1本 おすすめの1本 

き つ ぶ や 
その 

奥田　宏（金沢市・心療内科） 

の 
２４ 

【
監
督
】マ
ル
セ
ル
・
カ
ル
ネ 

【
主
演
】ア
ル
レ
ッ
テ
ィ 

 

ジ
ャ
ン
・
ル
イ
・
バ
ロ
ー 

 

マ
リ
ア
・
カ
ザ
レ
ス 

 

ピ
エ
ー
ル
・
ブ
ラ
ッ
ス
ー
ル 

一
九
四
五
年（
フ
ラ
ン
ス
） 

天
井
桟
敷
の
人
々 
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　この「The ＰＴ＆ＯＴ」のＯＴ（作業療法）編も、いよいよ最終回です。

　私は、県立中央病院に 1985 年（昭和 60 年）から奉職させていただいて

います。

　当院は、急性期の病院なので、タイトルを見直してみて、何の話になる

のやらと感じた方もいらっしゃるかもしれません。また、「地域リハビリ

テーション」の「地域」というと病院や施設を退院（所）して、在宅での

ＯＴをイメージされるかもしれません。

　地域リハビリテーションとは、『障害のある人々や高齢者およびその家

族が住み慣れたところで、そこに住む人々とともに、一生安全に、いきい

きとした生活が送れるよう、医療や保健、福祉および生活にかかわるあら

ゆる人々や機関・組織が、リハビリテーションの立場から協力し合って行

う活動のすべてである』とされています。

　リハビリテーションはチームで行うことが重要です。その「チーム」は

病院内、あるいは施設内での医師、看護師をはじめとする専門職を指すと

共に、病気やケガを発症、受傷してから急性期、回復期を経て、ご家庭に

患者、利用者様が戻られて終わるのではなく、生涯関わるメンバーをも意

味するのです。かくいう私も、病院勤務を続ける傍ら、当院に入院したご

経験のある脳血管障害患者様に対する患者会活動としての風船バレーチー

ムや、石川県に在住している脊髄損傷者様や、下肢切断者様に対する車椅

子バスケットボールチームのコーチングといった障害者スポーツを、ＯＴ

の経験を生かしながらボランティアとしてかれこれ 15 年間行っています。

これらすべてが「地域リハビリテーション」なのです。

　最近論じられ、実感していることは、急性期病院に入院している時から

患者様の将来の生活や人生をイメージしてリハビリテーションをすすめな

いと、うまくいかないということです。

　作業療法士は患者、利用者様の過去から現在、そして未来にわたる生活

や人生をOccupation ＝作業として評価します。すなわち、『遊び（レクリ

エーションやレジャー、スポーツを含む）と日常生活活動（ＡＤＬ）、仕事（学

生や主婦を含む）』のバランスがこれまでうまく取れていたか、いまはど

うなっているか、今後どうなるのかを評価し、それらのバランスを取り戻

すような機能回復から、生活再建のための治療やアドバイスを行っていき

ます。ですから運動、感覚、認知や動作がどのように障害されているかを

探りだすだけでなく、患者、利用者様がどんな夢と希望を持って目標に向

かっているのか、その行動はどのような社会的環境に影響を受けているの

かを、知りたいと思っています。

　診療・介護報酬改定、ＤＰＣの導入など、年々厳しさを増している病院・

介護施設の運営は、リハビリテーションにも否応なしに効率化を求めてき

ます。そして、病院の在院日数はますます短くなることが予想されますが、

私たち作業療法士は、これまで以上に患者、利用者様とのコミュニケーショ

ンを大切にして、専門職の皆様のみならず、積極的に患者、利用者様との

協業を行い、患者、利用者様中心の地域リハビリテーションを行う所存です。

  本ＯＴシリーズのご愛読、ありがとうございました。今後ともよろしく

お願い申し上げます。

西村　邦雄（金沢市・内科） 

第2回 酒蔵見学会 酒蔵見学会 

車多酒造を訪ねて 車多酒造を訪ねて 車多酒造を訪ねて 

　

初
回
の
酒
蔵
見
学
会
（
二
〇

〇
五
年
二
月
）
に
参
加
し
て
と

て
も
良
か
っ
た
の
で
、
今
回
も

楽
し
み
に
し
て
参
加
し
ま
し

た
。

　

朝
九
時
四
十
分
に
金
沢
駅
西

口
広
場
か
ら
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に

て
出
発
。
総
勢
十
七
人
の
参
加

で
、
顔
馴
染
み
の
先
生
方
も
多

く
、
最
初
か
ら
話
が
は
ず
み
ま

す
。
白
山
市
坊
丸
に
あ
る
車
多

酒
造
の
酒
蔵
に
予
定
よ
り
三
十

分
ほ
ど
早
く
着
き
ま
し
た
。

　

案
内
さ
れ
た
酒
蔵
に
入
る

と
、
も
う
お
酒
の
香
り
が
ほ
の

か
に
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
精
米

機
で
の
説
明
。
精
米
率
が

三
五
％
か
ら
六
〇
％
に
お
よ

び
、
精
米
す
る
の
に
ず
い
ぶ
ん

時
間
を
要
す
る
と
の
こ
と
。
手

間
が
か
か
る
た
め
、
精
米
し
た

米
を
購
入
し
て
い
る
酒
蔵
も
あ

る
が
、
天
狗
舞
は
す
べ
て
自
社

精
米
し
た
お
米
を
使
用
し
て
い

る
と
の
こ
と
。
大
吟
醸
用
の
精

米
で
出
た
糠
を
使
用
し
て
米
菓

子
が
作
ら
れ
た
り
、
酒
が
造
ら

れ
た
り
す
る
ほ
ど
だ
か
ら
、
原

料
の
お
米
か

ら
お
金
が
か

か
っ
て
い
る

こ
と
に
な

る
。
ビ
ン
詰

め
の
機
械
の

行
程
で
も
大

吟
醸
と
ほ
か

の
お
酒
と
は

異
な
っ
て
い

て
、
大
吟
醸

で
は
長
時
間

熱
し
な
い
工

夫
が
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

こ
う
じ
室
は

三
十
四
度
前

後
に
保
た
れ
、
雑
菌
が
混
入
し

な
い
よ
う
に
神
経
を
使
っ
て
い

る
と
の
こ
と
。

　

い
よ
い
よ
発
酵
中
の
酒
樽
の

見
学
。
誤
っ
て
酒
樽
に
落
ち
て

も
救
出
不
可
能
な
の
で
ご
注
意

を
と
言
わ
れ
て
、
こ
わ
ご
わ
覗

き
込
み
ま
し
た
。
ぶ
く
ぶ
く
と

泡
が
上
が
っ
て
来
て
い
ま
す
。

酒
樽
の
へ
り
で
顔
に
向
け
て
手

を
か
ざ
し
て
空
気
を
送
る
と
濃

厚
な
お
酒
の
香
り
が
し
、
窒
息

し
そ
う
な
息
苦
し
さ
を
感
じ
ま

し
た
。
発
酵
途
中
の
も
ろ
み
を

そ
の
場
で
試
飲
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
の
で
す
が
、
濃
厚
で
さ
っ

ぱ
り
と
し
た
味
と
で
も
言
い
ま

し
ょ
う
か
、
お
い
し
か
っ
た
で

す
。

　

そ
の
後
、
も
ろ
み
か
ら
酒
を

搾
り
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
移

動
し
ま
し
た
。

　

い
よ
い
よ
「
あ
ら
ば
し
り
」

の
試
飲
で
す
。
火
入
れ
し
て
い

な
い
生
酒
で
す
。
私
だ
け
お
代

わ
り
し
た
上
に
、
下
戸
の
見
学

団
長
の
大
平
先
生
の
分
も
い
た

だ
き
、
大
満
足
。
一
合
五
勺
も

飲
ん
だ
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
だ

け
で
ほ
ろ
酔
い
加
減
に
な
り
ま

し
た
。

　

暖
房
の
効
い
た
部
屋
で
あ
ら

た
め
て
酒
造
の
行
程
を
杜
氏
さ

ん
か
ら
説
明
し
て
い
た
だ
き
、

各
自
、
現
地
限
定
販
売
の
お
酒

を
購
入
し
て
車
多
酒
造
を
後
に

し
ま
し
た
。

　
「
車
多
」
と
い
う
名
前
は
水

車
が
多
か
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
付

け
ら
れ
た
名
前
と
の
こ
と
。

　

昼
食
は
白
山
市
田
中
の
「
旬

味
に
し
で
」
の
懐
石
料
理
で
し

た
。
美
人
女
将
が
見
学
団
一
員

の
帯
刀
裕
之
先
生
の
元
患
者
と

い
う
お
ま
け
ま
で
つ
い
て
、
賑

や
か
な
酒
宴
と
な
り
ま
し
た
。

お
い
し
い
料
理
と
共
に
、
車
多

酒
造
差
し
入
れ
の
大
吟
醸
二
本

を
軽
く
飲
み
干
し
、
車
多
酒
造

の
名
物
杜
氏
の
名
前
の
つ
い
た

幻
の
銘
酒
「
中
三
郎
」
ま
で
追

加
注
文
し
て
、賞
味
し
ま
し
た
。

　

昼
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
赤
い

顔
を
し
て
の
解
散
と
な
り
ま
し

た
。

　

お
世
話
さ
れ
た
大
平
政
樹
先

生
、
事
務
局
の
杉
野
さ
ん
、
運

転
手
の
黒
川
さ
ん
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
次
回
も
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

天狗舞はすべて自社精米した米が使われる

さらに詳しい説明を聞く参加者

OT編 その6・最終回

「地域リハビリテーション ≒ 急性期OT＆障害者スポーツ？！」 

（社）石川県作業療法士会　理事　西川　拡志 

　ＰＴおよびＯＴの各６回シリーズが終了しました。それぞれ大変分かり

やすく解説いただき、この専門職の必要性をより明らかにしていただけた

と思います。

　執筆いただきました皆様には、今後とも、医療・福祉の分野において、

ご尽力・ご献身くださることを願っております。

 【 編 集 部 か ら 】 【 編 集 部 か ら 】 【 編 集 部 か ら 】
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囲 碁 

（解答は2面にあります） （解答は2面にあります） 

持
駒
　
歩 

■出題 
　九段 
　佐藤昌晴 

黒先白死　5分で有段者 
〈ヒント〉白のダメヅマリをねらいます。 

■出題 
　六段 
　高田尚平 

〈ヒント〉急所に角が成る形に。 
 10分で初段。 
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４年前の2003年３月20日、米英によるイラク爆撃から始まった
イラク戦争は、いまや誰の目にも内戦の泥沼へはまり込んでいる状
態に見えます。 
イラク戦争による民間人犠牲者は、最大59,571人、最小53,954人

（英国の市民団体イラク・ボディ・カウントによる。2007.1.17）と、
今も増え続けています。 
日本のマスコミの報道は、イラクでは宗教対立による爆弾テロが
頻繁に起こっていると、遠い国の出来事として報道するようになり
ました。 
しかし、戦争を起こした米、英国と参戦した日本、韓国、ポ－ラ
ンドなど参戦国 35カ国に大きな責任があることに全く変わりがあ
りません。 
また、日本は、この戦争への自衛隊派兵による参戦によって、「こ

れまでの日本」とは「違う日本」に変身しつつあります。「防衛省」
が誕生し、教育基本法が変えられ、いよいよ、憲法９条も変えられ
ようとしています。 
これまで、これらの流れを止めようと、多くの団体、個人、政党

が行動を行ってきましたが、まだまだ、世論を作り出せるまでには
なっていません。 
「アフガニスタン攻撃への危機」をきっかけに2001年に始まった、
金沢での市民による「ピ－スウォ－ク」は、イラク戦争直前から毎
年この3月20日前後（今年は3月21日）に続けられ、「平和を取り
戻すまで、毎年歩こう」というのが、参加者の合い言葉となってい
ます。 
アメリカの中間選挙によって、ブッシュに「NO！」を突きつけ

たのは、アメリカのグラスル－ツ、とりわけ、この戦争で戦死した
兵士の母親の力だと言われています。日本でもこれまでの組織だけ
でなく、日本の草の根に響くものを、みなさんと一緒に作って行け
たら、どんなにすばらしいことでしょうか。 
私たちの提案への賛同と参加を呼びかけいたします。 

「3.21 ピースウォーク in 金沢」への 
参加をお願いします 

帯刀　裕之（小松市・内科） 

二
〇
〇
三
年
三
月
二
十
日
は
 

イ
ラ
ク
攻
撃
が
始
ま
っ
た
日
 

そ
れ
は
今
も
終
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

今
日
私
た
ち
は
歩
き
ま
す
。 

踊
る
よ
う
に
。 
 

 生
き
る
喜
び
、
悲
し
み
、
怒
り
、
希
望
・
・
・
 

死
者
へ
の
追
悼
、
哀
惜
・
・
・
 

自
然
へ
の
畏
怖
、
感
謝
・
・
・
 

そ
れ
ら
の
思
い
が
あ
ふ
れ
て
生
ま
れ
て
き
た
 

世
界
中
の
　
踊
り
　
。 

私
た
ち
の
平
和
へ
の
願
い
も
 

と
ど
ま
る
こ
と
を
知
り
ま
せ
ん
。 

 
 

あ
ふ
れ
る
思
い
を
胸
に
 

一
緒
に
歩
き
ま
せ
ん
か
？
 

踊
る
よ
う
に
、
祈
り
を
込
め
て
。 

【問い合わせ】3.21 ピ－スウォ－ク in金沢実行委員会 
〒920-0904 金沢市下近江町68（武蔵ビル地下メロメロポッチ内） 
TEL・FAX076-234-5556

＜
　
　
＞
 

「
3
・
２１
ピ
ー
ス
ウ
ォ
ー
ク
in
金
沢
」

踊
る
よ
う
に
歩
こ
う
　
〜
世
界
中
に
平
和
を
〜

三
月
二
十
一
日
（
水
・
祝
）
 

　
　
午
後
一
時
半
〜
　
石
川
県
中
央
公
園
 

　
　
午
後
二
時
半
〜
　
そ
の
後
市
内
ウ
ォ
ー
ク
 

金原　武司（内灘町・皮膚科） 

4回シリーズ 

金原武司先生の 

天生遣欧使節の足跡を訪ねる① 天正遣欧使節の足跡を訪ねる④ 
ポルトガルの旅 ポルトガルの旅 ポルトガルの旅 最

終

回

　

一
五
八
六
年
四
月
十
二
日
、

使
節
一
行
は
ブ
ラ
ジ
ル
や
イ
ン

ド
へ
向
か
う
二
十
八
艘（
そ
う
）

の
う
ち
大
船
「
サ
ン
・
フ
ェ
リ

ペ
」
号
に
乗
り
、
一
年
八
カ
月

を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
で
過
ご
し

て
リ
ス
ボ
ン
を
出
帆
。
消
え
ゆ

く
街
並
み
を
眺
め
つ
つ
、
少
年

使
節
ら
の
心
情
は
如
何
よ
う
な

も
の
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。　

そ
し
て
翌
年
五
月
二
十
九
日
、

リ
ス
ボ
ン
出
港
以
来
十
三
カ
月

半
で
、使
節
ら
は
ゴ
ア
に
戻
り
、

巡
察
師
ヴ
ァ
リ
ニ
ヤ
ー
ノ
と
感

激
の
再
会
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

私
の
帰
国
前
日
は
、
ま
ず
土

産
の
フ
ァ
ド
の
Ｃ
Ｄ
を
求
め
て

音
楽
店
へ
。「
セ
ニ
ョ
リ
ー
タ
、

フ
ァ
ド
…
、
フ
ァ
ド
…
、
ア
マ

リ
ア
。
ロ
ド
リ
ゲ
ス
」。
こ
れ

だ
け
で
店
員
の
セ
ニ
ョ
リ
ー
タ

は
コ
イ
ン
ブ
ラ
の
フ
ァ
ド
も
含

め
て
親
切
に
選
ん
で
く
れ
ま
し

た
。
隣
が
書
店
で
、
か
な
り
多

く
の
医
学
専
門
書
が
あ
り
、
自

分
へ
の
土
産
と
思
い
皮
膚
カ

ラ
ー
・
ア
ト
ラ
ス
を
探
し
た
の

で
す
が
見
当
た
り
ま
せ
ん
。
店

員
に
も
頼
ん
で
探
し
た
の
で
す

が
、
皮
膚
科
の
教
本
の
み
が
な

く
、
や
や
憮
然
と
し
て
店
を
出

ま
し
た
。

　

夜
は
古
い
街
区
ア
ル
フ
ァ

マ
の
迷
路
の
よ
う
な
狭
い
石
畳

の
路
地
を
歩
い
て
フ
ァ
ド
・
レ

ス
ト
ラ
ン
へ
行
き
、
は
じ
め

て
フ
ァ
ド
を
聴
き
ま
し
た
。
店

の
客
は
ま
ば
ら
で
、
聞
け
ば

真
打
ち
の
歌
手
は
真
夜
中
に
登

場
と
の
こ
と
。
歌
手
は
三
人
で

前
座
の
若
い
女
性
は
私
で
も
分

か
る
ほ
ど
の
下
手
。
次
の
中
年

男
性
は
お
そ
ら
く
コ
イ
ン
ブ
ラ

の
フ
ァ
ド
で
明
る
い
印
象
の
歌

声
。
と
り
は
黒
い
ロ
ン
グ
ド
レ

ス
に
肩
か
ら
黒
い
シ
ョ
ー
ル
を

は
お
る
貫
禄
の
あ
る
中
年
女
性

で
、
情
感
豊
か
な
歌
い
ぶ
り
で

し
た
。

　

フ
ァ
ド
の
起
源
は
か
な
り
新

し
く
、
十
九
世
紀
中
ご
ろ
リ
ス

ボ
ン
の
裏
町
に
生
ま
れ
た
と
い

わ
れ
、も
と
も
と
「
運
命
」「
宿

命
」
と
い
う
意
味
と
か
で
、
満

た
さ
れ
な
い
人
生
や
感
情
を
歌

い
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
魂
の
歌
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

一
五
九
〇
年
七
月
二
十
一

日
、
遣
欧
使
節
ら
は
長
崎
へ
入

港
。
出
発
以
来
、
八
年
五
カ
月

を
経
た
一
大
旅
行
で
し
た
（
前

年
修
道
士
ロ
ヨ
ラ
は
マ
カ
オ

で
病
死
）。
こ
の
間
、
歴
史
的

事
項
と
し
て
使
節
ら
の
出
帆
四

カ
月
後
、
信
長
本
能
寺
に
倒
れ

る
。
秀
吉
が
関
白
と
な
り
、
キ

リ
シ
タ
ン
宣
教
師
追
放
令
を
発

布
し
、
小
田
原
征
伐
中
で
天
下

統
一
直
前
。
世
界
史
的
に
は
少

年
使
節
ら
を
歓
待
、
抱
擁
し

た
フ
ェ
リ
ハ
ペ
二
世
の
イ
ス
パ

ニ
ア
無
敵
艦
隊
が
ド
ー
バ
ー
沖

で
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
破
れ
る
。

ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
共
和
国
が
成

立
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　

帰
国
翌
年
、
ヴ
ァ
リ
ニ
ヤ
ー

ノ
は
四
人
の
少
年
ら
と
共
に

聚
楽
第
で
秀
吉
に
謁
見
、
ポ
ル

ト
ガ
ル
国
印
度
副
王
信
書
（
京

都
妙
法
寺
に
保
存
さ
れ
国
宝

指
定
）
を
奉
呈
し
ま
し
た
。
四

人
は
西
洋
楽
器
を
み
ご
と
に
演

奏
し
、
秀
吉
は
喜
び
、
さ
ら
に

仕
官
を
す
す
め
た
と
の
こ
と
で

す
。
そ
の
後
四
人
の
青
年
は
天

草
の
修
練
院
に
入
学
。
次
い
で

イ
エ
ズ
ス
会
修
道
士
と
な
り
、

さ
ら
に
ミ
ゲ
ル
を
除
く
三
人

は
マ
カ
オ
の
修
道
院
に
留
学
し

て
、
帰
国
後
、
司
祭
に
叙
せ
ら

れ
ま
し
た
。
以
下
使
節
た
ち
の

晩
年
は
次
の
よ
う
で
し
た
。

　

伊
東
マ
ン
シ
ョ
は
、
司
祭
と

な
り
一
六
一
二
年
、
長
崎
で
病

死
（
享
年
四
十
三
歳
）。

　

千
々
石
ミ
ゲ
ル
は
、
イ
エ

ズ
ス
会
へ
の
不
満
か
病
弱
の

故
か
還
俗
し
て
清
左
衛
門
と

称
し
た
。
彼
の
消
息
は
長
く

不
明
で
し
た
が
、
二
〇
〇
四

年
二
月
二
十
八
日
の
北
国
新

聞
夕
刊
に
「
長
崎
県
多
良
見

町
に
て
彼
の
墓
石
が
発
見
さ
れ

没
年
一
六
三
二
年
」
と
の
記
事

が
あ
り
、
事
実
と
す
れ
ば
享
年

六
十
三
歳
と
な
り
ま
す
。

　

原
マ
ル
チ
ノ
は
、
司
祭
と

な
り
マ
カ
オ
へ
国
外
追
放
さ

れ
一
六
二
九
年
同
地
で
病
死
、

ヴ
ァ
リ
ニ
ヤ
ー
ノ
の
傍
ら
に
埋

葬
さ
れ
て
い
ま
す
（
享
年
六
十

歳
）。

　

中
浦
ジ
ュ
リ
ア
ン
は
、
司

祭
と
な
り
、
禁
教
令
下
国
内
で

伝
導
の
旅
を
続
け
、
長
崎
で
捕

縛
後
一
六
三
三
年
穴
吊
り
の
拷

問
に
五
日
間
耐
え
抜
き
殉
教
死

（
享
年
六
十
三
歳
）。

　

さ
て
、
天
正
遣
欧
使
節
の
歴

史
的
事
件
は
中
浦
ジ
ュ
リ
ア
ン

の
殉
教
を
も
っ
て
終
わ
っ
た
わ

け
で
す
が
、
そ
れ
で
は
巡
察
師

ヴ
ァ
リ
ニ
ヤ
ー
ノ
の
意
図
し
た

使
節
の
目
的
は
果
た
さ
れ
た
の

で
し
ょ
う
か
。
松
田
毅
一
氏
の

著
書
の
跋
よ
り
引
用
し
て
み
ま

す
。

　
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
キ
リ
ス
ト

教
世
界
に
日
本
人
を
認
識
さ

せ
、
布
教
費
の
援
助
を
求
め

た
こ
と
に
は
か
な
り
成
功
し
た

が
、
日
本
国
民
を
し
て
キ
リ
ス

ト
教
世
界
に
目
を
開
か
せ
、
彼

ら
を
挙
げ
て
そ
の
世
界
に
仲
間

入
り
さ
せ
る
こ
と
で
は
不
成
功

で
あ
っ
た
。・
・
・
他
方
、
こ

の
使
節
行
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
キ

リ
ス
ト
教
世
界
に
、
日
本
と
日

本
人
を
知
ら
し
め
た
貢
献
は
、

お
そ
ら
く
私
た
ち
が
今
、
一
般

に
想
像
す
る
こ
と
よ
り
も
大
な

る
も
の
が
あ
っ
た
の
で
は
あ
る

ま
い
か
・
・
・
」

　

私
の
観
た
二
〇
〇
〇
年
の
現

代
ポ
ル
ト
ガ
ル
は
、
欧
州
連
合

に
加
盟
し
て
、
か
つ
て
の
日
本

の
高
度
成
長
期
の
よ
う
な
活
気

が
表
面
に
は
み
ら
れ
ま
し
た
が
、

本
質
は
な
お
大
航
海
時
代
の
遺

産
の
残
照
に
輝
く
国
の
よ
う
に

思
わ
れ
ま
し
た
。
天
正
の
昔
、

少
年
使
節
た
ち
は
そ
の
ポ
ル
ト

ガ
ル
の
最
も
光
り
輝
い
た
栄
華

の
時
代
を
見
た
唯
一
の
日
本
人

で
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。（
完
）

　

長
ら
く
西
洋
講
談
も
ど
き
の

拙
い
お
話
で
失
礼
し
ま
し
た
。

〈
追
記
〉

　

三
月
五
日
付
け
新
聞
に
よ

れ
ば
、
ロ
ー
マ
法
王
庁
は
江

戸
初
期
に
殉
教
し
た
中
浦
ジ
ュ

リ
ア
ン
を
含
む
日
本
人
信
徒

百
八
十
八
人
を
「
福
者
」
に
列

す
る
方
針
と
の
記
事
が
あ
り
ま

し
た
。（
金
原
）

原
稿
募
集
中

趣
味
や
旅
行
記
、
医
療
・
福
祉
に
関
し
て
や
平
和
、
環
境
問
題
に
つ
い
て
な
ど
、
会
員
寄
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
事
務
局
の
杉
野
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
0
7
6
（
2
2
2
）
5
3
7
3

帰
国

帰
国
後
の
使
節
た
ち

お
わ
り
に




